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は
し
が
き

（
１
）

一
騒
音
、
震
動
、
ば
い
煙
、
有
毒
ガ
ス
、
臭
気
ガ
ス
、
汚
水
、
通
風
妨
害
、
日
照
の
妨
害
等
々
に
よ
る
被
害
（
精
神
的
、
財
産

（
２
）

的
）
は
、
近
時
、
急
速
な
産
業
の
発
展
と
交
通
機
関
の
発
達
に
よ
り
増
加
の
一
途
を
た
ど
っ
て
お
り
、
そ
の
対
策
が
要
請
さ
れ
て
い

る
。
し
か
し
、
そ
の
現
象
は
、
い
ろ
い
ろ
な
態
様
を
包
含
し
て
お
り
、
法
的
処
理
も
、
公
法
的
規
制
（
行
政
的
取
締
お
よ
び
罰
則
に

よ
る
担
保
、
事
前
の
予
防
措
置
を
中
心
と
し
、
一
般
的
、
画
一
的
措
置
で
あ
る
）
や
、
私
法
的
救
済
（
損
害
賠
償
、
差
止
諭
求
に
よ

（
３
）

る
事
後
的
、
個
別
的
救
済
）
が
考
え
ら
れ
る
。

と
こ
ろ
で
、
私
法
的
救
済
に
問
題
の
焦
点
を
当
て
て
見
る
と
、
わ
が
国
で
は
、
損
害
賠
償
は
不
法
行
為
の
効
果
と
し
て
、
妨
害
排

（
４
）

除
は
物
権
的
請
求
権
と
し
て
、
認
め
ら
れ
る
と
す
る
の
が
一
般
的
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
観
点
に
立
つ
と
、
妨
害
排
除
を
体
系
的
に

ど
の
よ
う
に
位
瞳
づ
け
て
い
く
か
、
す
な
わ
ち
、
不
法
行
為
の
効
果
と
し
て
把
握
し
て
行
く
べ
き
か
、
物
権
的
請
求
権
と
し
て
把
握

し
て
行
く
べ
き
か
、
論
争
の
あ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
し
か
し
、
近
時
、
不
法
行
為
的
ア
プ
ロ
ー
チ
と
物
権
的
請
求
権
的
ア
プ
ロ
ー
チ
が

理
論
的
に
は
と
も
か
く
、
実
際
上
、
ほ
と
ん
ど
同
じ
平
面
で
把
握
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
こ
で
留
意
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
の
は
、
生
活
妨
害
は
被
害
法
益
が
所
有
権
な
い
し
人
格
権
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
不
法
行
為
的
ア
プ
ロ
ー
チ
か
ら
は
次

（
５
）

の
よ
う
に
説
か
れ
る
。
「
生
活
妨
害
」
の
法
益
が
排
他
的
保
護
に
値
す
る
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、
承
認
さ
れ
う
る
の
で
、
も
っ

ぱ
ら
、
被
害
の
程
度
と
加
害
行
為
の
態
様
の
違
法
性
に
注
目
さ
れ
、
差
止
命
令
の
許
容
に
よ
っ
て
「
侵
害
者
の
側
の
自
由
活
動
を
制

限
す
る
こ
と
の
損
失
と
被
害
者
の
側
の
そ
れ
に
よ
っ
て
受
け
る
利
益
（
逆
に
言
え
ば
、
損
害
賠
償
は
認
め
な
が
ら
、
妨
害
排
除
を
認

第
一
章
序
説
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め
な
い
こ
と
に
よ
る
損
失
）
と
の
比
較
考
量
に
よ
っ
て
き
め
る
べ
き
で
あ
る
」
。
加
害
者
（
特
に
企
業
の
場
合
）
は
、
一
方
で
は
、

一
般
市
民
に
そ
の
よ
う
な
被
害
を
与
え
な
が
ら
も
、
他
方
で
、
利
益
を
与
え
て
い
る
。
そ
こ
で
基
準
と
し
て
、
不
法
行
為
の
成
立
Ｉ

損
害
賠
償
－
に
つ
い
て
は
、
「
侵
害
が
社
会
生
活
上
の
許
与
す
べ
き
限
度
」
を
越
え
た
時
に
認
め
、
「
そ
れ
が
一
般
市
民
の
生
活

を
脅
か
す
程
度
に
達
し
た
場
合
に
は
は
じ
め
て
妨
害
排
除
（
企
業
活
動
の
停
止
）
の
請
求
権
を
認
め
る
」
。
さ
ら
に
物
権
的
請
求

権
的
ア
プ
ロ
ー
チ
の
中
か
ら
も
、
物
権
的
請
求
権
に
関
し
、
従
来
の
絶
対
的
排
他
性
を
根
拠
と
す
る
通
説
を
批
判
し
て
、
被
害
法
益

（
６
）

の
性
質
を
問
わ
ず
、
利
益
考
量
に
よ
っ
て
物
権
的
請
求
権
の
存
否
を
決
定
し
よ
う
と
の
有
力
説
が
現
は
れ
た
。

こ
の
よ
う
な
学
説
の
到
達
点
を
も
と
に
し
て
考
え
た
場
合
、
こ
こ
で
問
題
と
な
る
の
は
、
生
活
妨
害
を
理
由
と
す
る
差
止
命
令

が
、
わ
が
国
に
お
い
て
い
か
な
る
場
合
に
認
め
ら
れ
る
べ
き
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
利
益
考
量
に
よ
り
差
止
命
令
が
否
定
さ
れ
た
場
合
、
妨
害
は
依
然
と
し
て
存
続
し
、
損
害
が
発
生
し
続
け
る
訳
で
あ
る

が
、
そ
の
場
合
、
損
害
賠
償
に
よ
っ
て
は
過
去
の
損
害
だ
け
し
か
認
め
ら
れ
な
い
と
す
る
と
、
将
来
に
わ
た
っ
て
の
損
害
は
操
返
し

訴
訟
す
る
こ
と
で
填
補
す
る
よ
り
他
に
途
は
な
い
の
か
。
こ
の
点
は
特
に
、
生
活
妨
害
に
対
す
る
救
済
が
、
相
対
立
す
る
二
つ
の
権

利
の
調
整
と
も
い
い
う
る
事
柄
で
あ
り
、
そ
の
観
点
か
ら
も
、
中
間
的
救
済
と
し
て
の
差
止
命
令
に
代
わ
る
賠
償
が
要
請
さ
れ

こ
こ
れ
ら
の
問
題
点
の
解
決
の
た
め
に
は
、
ニ
ュ
ー
サ
ン
ス
の
研
究
が
最
も
効
果
的
だ
と
思
わ
れ
る
。
英
米
の
ニ
ュ
ー
サ
ン
ス

に
対
す
る
救
済
は
、
不
法
行
為
上
の
効
果
と
し
て
、
川
衡
平
法
上
の
差
止
命
令
と
、
回
普
通
法
に
よ
る
（
過
去
の
）
損
害
賠
償
が
認

（
８
）

め
ら
れ
、
か
つ
、
衡
平
法
上
の
差
止
命
令
が
均
衡
的
衡
平
（
目
］
目
。
旨
、
苔
の
①
ｃ
巳
蔚
⑪
）
の
法
理
に
よ
り
否
定
さ
れ
た
場
合
に

は
、
円
将
来
の
損
害
に
対
し
て
差
止
命
令
に
代
わ
る
損
害
賠
償
が
認
め
ら
れ
、
Ｈ
パ
ー
マ
ネ
ン
ト
・
ニ
ュ
ー
サ
ン
ス
の
場
合
に
は
、
過

（
７
）

る
。
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第
一
節
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
・
ニ
ュ
ー
サ
ン
ス
の
意
義
と
特
質

（
９
）

一
フ
ー
ュ
ー
サ
ン
ス
」
と
い
う
語
に
適
切
な
定
義
を
与
え
る
こ
と
は
、
ほ
と
ん
ど
不
可
能
で
あ
る
。
一
方
で
、
私
的
利
益
の
侵

（
⑱
）

害
保
護
を
目
的
と
し
、
民
事
上
の
不
法
行
為
の
一
分
野
を
形
成
す
る
も
の
と
し
て
、
今
日
、
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
・
ニ
ュ
ー
サ
ン
ス
と
呼
ば

（
Ⅱ
）

れ
る
も
の
を
含
み
、
他
方
で
は
、
一
般
公
衆
利
益
の
侵
害
保
護
と
し
て
の
刑
事
上
の
軽
罪
の
一
分
野
を
形
成
す
る
も
の
と
し
て
、
今

日
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
ニ
ュ
ー
サ
ン
ス
と
呼
ば
れ
る
も
の
を
包
含
す
る
。
さ
ら
に
、
一
般
公
衆
利
益
の
侵
害
保
護
と
し
て
の
ニ
ュ
ー
サ

ン
ス
に
対
し
、
十
六
世
紀
以
後
は
一
般
公
衆
利
益
の
侵
害
の
場
合
で
も
、
そ
の
侵
害
に
よ
り
一
般
公
衆
以
上
の
特
別
損
害
を
受
け
た

（
旧
）

個
人
に
は
、
民
事
手
続
に
よ
る
救
済
の
途
が
開
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
ニ
ュ
ー
サ
ン
ス
の
多
様
性
は
、
ニ
ュ
ー
サ
ン

ス
の
法
理
を
不
明
確
な
ら
し
め
て
来
た
が
、
こ
の
よ
う
な
不
明
確
さ
を
内
在
し
た
ま
ま
で
、
ニ
ュ
ー
サ
ン
ス
は
英
国
か
ら
米
国
へ
と

継
受
さ
れ
た
。
そ
の
明
確
化
の
意
義
あ
る
試
み
は
、
一
九
一
一
一
九
年
に
、
不
法
行
為
に
つ
い
て
の
リ
ス
テ
ー
ト
メ
ン
ト
（
宛
の
印
一
旦
⑩
‐

（
旧
）

Ｈ
局
員
）
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
な
さ
れ
た
。
リ
ス
テ
ー
ト
メ
ン
ト
は
、
私
的
利
益
の
侵
害
保
謹
と
し
て
の
ニ
ュ
ー
サ
ン
ス
に
関
す
る

限
り
、
ニ
ュ
ー
サ
ン
ス
と
い
う
用
語
を
廃
し
、
そ
の
代
わ
り
、
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
・
ニ
ュ
ー
サ
ン
ス
と
い
う
用
語
を
用
い
、
さ
ら
に
、
な

夫
も
将
来
も
、
共
に
普
通
法
上
の
損
害
賠
償
を
認
め
ら
れ
る
。
そ
れ
故
、
我
々
の
直
面
し
て
い
る
問
題
を
解
く
鍵
は
、
ニ
ュ
ー

サ
ン
ス
、
な
か
ん
ず
く
、
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
・
ニ
ュ
ー
サ
ン
ス
に
関
す
る
衡
平
法
上
の
救
済
を
研
究
す
る
こ
と
に
よ
り
得
ら
れ
る
で
あ

ろ
う
。

三
前
述
の
よ
う
な
日
本
法
に
お
け
る
問
題
の
解
決
を
志
向
し
つ
つ
、
特
に
ア
メ
リ
カ
法
に
お
け
る
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
・
ニ
ュ
ー
サ

ン
ス
に
対
す
る
差
止
命
令
的
救
済
に
関
し
て
、
差
止
命
令
の
許
否
に
あ
た
っ
て
の
判
断
基
準
を
中
心
に
考
察
す
る
。
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（
Ｈ
）

仁
が
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
・
ニ
ュ
ー
サ
ン
ス
で
あ
る
か
に
つ
い
て
、
そ
の
意
味
づ
け
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
し
か
し
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
。

（
旧
）

ニ
ュ
ー
サ
ン
ス
の
下
に
お
け
る
、
特
別
損
害
の
民
事
救
済
の
位
置
づ
け
に
つ
い
て
は
、
な
お
問
題
は
今
後
に
の
こ
さ
れ
て
い
る
。

一
一
リ
ス
テ
ー
ト
メ
ン
ト
第
八
二
二
条
は
、
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
・
ニ
ュ
ー
サ
ン
ス
の
一
般
原
則
と
し
て
、
「
以
下
に
か
か
げ
る
要
件

が
充
た
さ
れ
る
場
合
、
加
害
者
は
、
土
地
の
私
的
な
使
用
と
享
有
に
か
か
わ
る
他
人
の
利
益
の
非
ト
レ
ス
パ
ス
的
侵
害
合
目
「

一
筋
印
【
釘
の
、
。
ｑ
旨
く
⑧
四
目
）
に
つ
き
損
害
賠
償
に
お
い
て
責
任
を
負
う
。
側
そ
の
他
人
が
、
妨
害
さ
れ
た
使
用
ま
た
は
亨
有
に
つ
き

財
産
権
も
し
く
は
特
権
を
も
っ
て
い
る
こ
と
。
⑪
そ
の
侵
害
が
実
質
的
で
あ
る
こ
と
。
何
加
害
者
の
行
為
が
、
侵
害
の
法
的
原
因
で

あ
る
こ
と
。
側
侵
害
が
、
川
故
意
か
つ
不
合
理
で
あ
る
か
、
ま
た
は
、
⑪
故
意
は
な
い
が
、
過
失
、
不
注
意
も
し
く
は
、
非
常
に
危

険
な
行
為
に
つ
い
て
の
責
任
を
支
配
す
る
規
則
に
も
と
づ
い
て
、
別
途
に
訴
訟
可
能
な
も
の
で
あ
る
こ
と
。
」
と
規
定
し
て
い

今
日
、
米
法
の
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
・
ニ
ュ
ー
サ
ン
ス
は
、
そ
れ
が
単
一
な
不
法
行
為
類
型
で
あ
り
な
が
ら
、
主
観
的
要
件
と
い
う
観

（
旧
）

点
か
ら
は
、
故
意
に
よ
っ
て
も
過
失
に
よ
っ
て
も
、
さ
ら
に
、
超
危
険
行
為
（
夢
の
日
］
の
。
ご
〕
：
》
］
ご
冒
巨
］
：
冨
圃
ａ
目
の

（
旧
）

（
叩
）

四
９
コ
ご
）
に
よ
っ
て
も
成
立
す
る
と
す
る
の
が
、
判
例
、
学
説
を
通
じ
て
の
支
配
的
見
解
と
い
え
る
。
し
か
し
、
プ
ラ
イ
ベ
ー

プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
・
ニ
ュ
ー
サ
ン
ス
が
、
「
土
地
の
私
的
な
使
用
と
亨
有
に
か
か
わ
る
他
人
の
利
益
の
非
ト
レ
ス
パ
ス
的
侵
害
」
と
さ

（
伯
）

れ
る
点
は
、
学
説
に
お
い
て
も
承
認
さ
れ
て
い
る
。
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
・
ニ
ュ
ー
サ
ン
ス
と
土
地
に
対
す
る
ト
レ
ス
パ
ス
（
茸
の
の
日
田

５
］
ロ
己
）
と
の
差
異
は
、
後
者
が
土
地
の
排
他
的
占
有
利
益
（
冒
臼
の
の
ど
目
昏
の
の
Ｈ
・
］
巨
の
ゴ
の
旨
の
の
①
の
⑪
〕
目
。
冒
自
△
）
の
侵
害

で
あ
る
の
に
対
し
、
前
者
は
、
そ
れ
以
外
の
土
地
の
使
用
、
亨
有
を
め
ぐ
る
利
益
の
侵
害
と
す
る
の
が
支
配
的
区
別
の
仕
方
と
い
え

（
何
）

よ
う
。

る
。
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（
四
）

以
上
の
こ
と
か
ら
、
米
国
法
の
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
・
ニ
ュ
ー
サ
ン
ス
の
成
立
要
件
は
客
観
的
要
件
に
重
要
な
意
味
が
あ
る
。

Ⅲ
損
害
の
実
質
性
（
酔
号
印
冒
口
冒
］
）
そ
の
損
害
が
実
質
性
・
を
有
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
判
例
・
学
説
と

（
餌
）

（
お
）

も
仁
ほ
と
ん
ど
異
論
の
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
損
害
が
実
質
的
で
あ
る
た
め
に
は
、
第
一
に
、
実
害
の
存
在
を
伴
う
。
将
来
の
損
害

防
止
の
た
め
の
衡
平
法
上
の
保
護
で
あ
る
差
止
命
令
（
且
目
呂
目
）
を
求
め
る
場
合
に
は
、
も
ち
ろ
ん
、
現
実
的
な
意
味
で
の
実

（
妬
）

害
は
存
在
し
な
い
の
で
、
将
来
の
実
害
の
徴
候
、
な
い
し
蓋
然
性
が
要
件
と
な
る
。
第
二
に
、
侵
害
が
土
地
自
体
の
物
理
的
状
態
に
関

す
る
場
合
に
は
、
そ
の
損
害
の
実
質
性
は
、
そ
の
侵
害
事
実
に
よ
っ
て
判
断
さ
れ
る
が
、
そ
の
土
地
上
で
の
居
住
な
い
し
生
活
に
関

（
汀
）

係
す
る
よ
う
な
場
合
に
は
、
そ
の
社
会
の
一
般
通
常
人
を
基
準
と
し
て
判
断
さ
れ
る
。
第
三
に
、
侵
害
が
継
続
性
な
い
し
反
覆
性
を

有
す
る
場
合
に
は
、
比
較
的
損
害
の
実
質
性
が
認
め
ら
れ
や
す
い
こ
と
。
判
例
や
学
説
の
中
に
は
、
損
害
の
継
続
性
な
い
し
反
覆

（
班
）

性
を
要
件
の
一
と
す
る
も
の
も
あ
る
。
損
害
の
継
続
性
、
反
履
性
は
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
・
ニ
ュ
ー
サ
ン
ス
の
特
質
と
い
っ
て
も
よ
い
存

在
で
あ
り
、
特
に
、
本
稿
の
主
題
た
る
衡
平
法
上
の
保
護
と
し
て
の
差
止
命
令
を
め
ぐ
っ
て
は
、
事
柄
の
性
質
上
こ
の
点
が
重
要
な

判
断
基
準
に
な
る
。
た
し
か
に
、
一
回
か
ぎ
り
の
侵
害
に
よ
っ
て
も
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
・
ニ
ュ
ー
サ
ン
ス
は
認
め
ら
れ
る
場
合
も
あ

（
羽
）

（
釦
）

る
が
、
法
的
規
制
の
面
か
ら
見
て
、
そ
れ
を
継
続
的
行
為
と
し
て
と
ら
え
る
こ
と
が
必
要
だ
と
思
わ
れ
る
。
損
害
の
実
質
性
は
、
結

局
、
以
上
一
一
一
つ
の
各
判
断
要
素
を
そ
れ
ぞ
れ
考
慮
す
る
こ
と
に
よ
り
決
定
さ
れ
る
。

可
）

ト
・
ニ
ュ
ー
サ
ン
ス
に
特
徴
的
な
損
害
の
継
続
性
、
反
覆
性
は
出
発
に
お
い
て
無
過
失
な
行
為
者
を
故
意
に
導
く
と
か
、
あ
る
い
は

故
意
、
過
失
、
超
危
険
行
為
の
い
ず
れ
か
に
基
づ
か
ざ
る
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
・
ニ
ュ
ー
サ
ン
ス
は
あ
り
え
な
い
な
ど
の
理
由
で
、
ほ
と

ん
ど
の
判
例
は
責
任
の
成
立
要
件
と
い
う
意
味
で
は
、
そ
れ
ほ
ど
行
為
者
の
主
観
的
態
様
を
考
慮
す
る
こ
と
な
く
責
任
の
成
立
を
認

（
辺
）

め
て
い
る
。
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⑪
損
害
の
不
合
理
性
絶
対
的
ニ
ュ
ー
サ
ン
ス
（
：
印
・
冒
訂
目
］
の
目
８
）
を
除
い
て
は
、
こ
の
こ
と
は
、
ほ
と
ん
ど
の
判

（
別
）

例
、
学
説
の
支
持
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
損
害
の
不
合
理
性
が
要
件
と
さ
れ
る
こ
と
の
根
拠
は
、
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
。
ニ
ュ
ー
サ
ン
ス

命
』
）

に
内
在
す
る
互
譲
な
い
し
共
存
共
栄
的
性
質
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
と
し
、
あ
る
い
は
、
自
己
の
権
利
を
行
使
す
る
者
は
不
法
行
為

者
と
み
な
さ
れ
る
こ
と
な
し
と
す
る
原
則
と
、
汝
の
物
を
使
用
す
る
に
他
人
の
物
を
害
せ
ざ
る
よ
う
仁
こ
れ
を
為
す
べ
し
と
す
る
原

（躯）（鍋）
則
と
の
接
合
点
（
Ｐ
昌
目
］
呉
冒
〕
）
で
あ
る
と
す
る
。

し
た
が
っ
て
、
損
害
の
不
合
理
性
は
具
体
的
事
件
に
お
い
て
原
告
の
損
害
の
重
大
さ
〔
何
損
害
の
程
度
、
回
損
害
の
性
質
、
何
侵

害
を
受
け
た
使
用
も
し
く
は
享
有
の
社
会
的
価
値
、
㈹
侵
害
を
受
け
た
使
用
も
し
く
は
享
有
の
方
法
と
そ
の
場
所
の
性
質
と
の
適

較考慮して判断されると言えるだろう。（斜）
合
性
、
㈲
被
害
者
の
結
果
回
避
義
務
等
の
各
要
素
を
判
断
し
て
決
定
す
る
〕
と
被
告
の
行
為
の
効
用
〔
側
行
為
の
主
要
目
的
の
社
会

的
価
値
、
川
行
為
の
方
法
と
そ
の
場
所
の
性
質
と
の
適
合
性
、
何
結
果
防
止
も
し
く
は
回
避
の
可
能
性
等
の
各
要
素
を
判
断
し
て
決

（
妬
）

定
す
る
〕
と
の
相
関
的
評
価
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
。
結
局
、
具
体
的
事
件
に
お
け
る
、
原
告
、
被
告
を
め
ぐ
る
一
切
の
事
情
を
比

（
師
）

三
こ
れ
ま
で
に
述
べ
た
こ
と
か
ら
、
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
・
ニ
ュ
ー
サ
ン
ス
の
第
一
の
特
質
は
、
侵
害
の
維
続
性
、
反
覆
性
を
要
す

る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
点
に
つ
い
て
は
、
学
説
に
は
異
論
が
あ
る
が
、
本
稿
の
目
的
か
ら
す
れ
ば
、
そ
の
よ
う
に
と
ら
え
る
こ
と
が

（
羽
）

出
来
よ
う
。
第
二
の
特
質
は
、
権
利
調
整
的
な
特
性
を
有
す
る
こ
と
で
あ
る
。
リ
ス
テ
ー
ト
メ
ン
ト
に
よ
れ
ば
、
「
こ
の
社
会
の
各

個
人
は
、
あ
る
程
度
の
迷
惑
、
不
便
、
干
渉
に
耐
え
ね
ば
な
ら
ず
、
ま
た
皆
が
上
手
に
や
っ
て
ゆ
く
た
め
に
は
、
あ
る
程
度
の
危
険

を
負
わ
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
は
明
白
な
事
実
で
あ
る
。
組
織
社
会
の
存
続
は
、
互
譲
な
い
し
共
存
共
栄
（
巴
こ
の
目
Ｐ
片
島
の
》

］
ご
①
目
。
］
の
芹
】
ゴ
の
）
の
原
理
に
か
か
っ
て
お
り
、
そ
れ
ゆ
え
不
法
行
為
は
、
あ
る
人
の
行
動
が
他
人
に
損
害
を
及
ぼ
す
総
て
の
場
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一
前
述
し
た
よ
う
に
、
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
・
ニ
ュ
ー
サ
ン
ス
は
、
継
続
性
、
反
覆
性
を
特
徴
と
す
る
の
で
、
た
ん
に
過
去

の
損
害
の
回
復
を
目
的
と
す
る
損
害
賠
償
の
み
で
は
、
不
完
全
な
救
済
で
あ
る
。
ニ
ュ
ー
サ
ン
ス
に
対
す
る
裁
判
上
の
救
済
は
、
沿

革
的
に
は
十
三
世
紀
に
始
ま
る
英
法
の
ニ
ュ
ー
サ
ン
ス
排
除
令
状
に
よ
る
救
済
に
始
ま
る
。
そ
の
ニ
ュ
ー
サ
ン
ス
排
除
令
状
や
そ
の

（
佃
）

後
の
ニ
ュ
ー
サ
ン
ス
除
去
令
状
で
は
発
生
し
た
損
害
の
回
復
だ
け
で
な
く
、
妨
害
そ
れ
自
体
の
排
除
も
認
め
ら
れ
て
い
た
。
し
か

し
、
十
五
世
紀
に
入
っ
て
、
場
合
ニ
ュ
ー
サ
ン
ス
訴
訟
が
唯
一
の
普
通
法
上
の
訴
訟
に
な
る
と
、
も
っ
ぱ
ら
損
害
賠
償
の
み
に
よ
る

可
）

救
済
が
な
さ
れ
た
。
こ
の
救
済
方
法
は
、
一
方
で
は
、
以
前
の
制
度
に
比
し
て
、
よ
り
手
続
き
が
簡
潔
で
あ
り
、
当
事
者
が
自
由
土

地
保
有
者
に
限
ら
れ
な
い
と
い
う
長
所
を
有
し
て
い
た
が
、
他
方
、
損
害
賠
償
だ
け
で
、
妨
害
の
排
除
は
出
来
な
い
と
い
う
短
所
を

咽
）

持
っ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
・
ニ
ュ
ー
サ
ン
ス
に
対
す
る
救
済
方
法
と
し
て
、
普
通
法
上
の
損
害
賠
償
と
並

ん
で
、
さ
ら
に
衡
平
法
上
の
差
止
命
令
（
且
：
。
§
ゴ
）
が
現
わ
れ
て
く
る
。
こ
の
こ
と
は
、
英
国
で
は
十
六
世
紀
ま
で
さ
か
の
ぼ

舸
）

れ
る
が
、
米
国
で
は
十
九
世
紀
に
な
っ
て
確
立
し
た
。
な
お
、
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
・
ニ
ュ
ー
サ
ン
ス
の
救
済
手
続
き
は
、
か
な
り
長
い

間
、
損
害
賠
償
は
普
通
法
裁
判
所
、
差
止
命
令
は
衡
平
法
裁
判
所
と
い
う
よ
う
に
分
離
さ
れ
て
い
た
が
、
米
国
に
お
い
て
は
一
八
四

合
に
責
任
を
負
わ
せ
よ
う
と
は
し
な
い
し
、
ま
た
そ
の
損
失
を
除
去
し
よ
う
と
も
し
な
い
。
あ
る
人
に
対
す
る
損
害
や
危
険
が
、
少

く
と
も
償
い
な
し
に
そ
の
結
果
に
あ
ま
ん
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
程
度
を
越
え
た
場
合
に
の
み
課
せ
ら
れ
る
。
」
と
す
る
。
プ
ラ
イ

ベ
ー
ト
・
ニ
ュ
ー
サ
ン
ス
に
お
い
て
、
成
立
の
際
に
損
害
の
不
合
理
性
に
関
し
て
比
較
考
量
さ
れ
、
ま
た
差
止
命
令
の
判
断
に
つ
い

（
胡
）

て
も
、
そ
の
事
件
の
一
切
の
事
情
を
比
較
考
量
さ
れ
る
の
も
こ
の
特
質
に
関
係
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

第
一
一
節
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
・
ニ
ュ
ー
サ
ン
ス
に
対
す
る
衡
平
法
的
救
済
の
沿
革
と
特
質
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八
年
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
民
事
訴
熟
手
続
法

(
N
e
w

Y
olk
C
o
d
e

o
f

P

roced
u
re)
を
初
め
と
し
て
'
今

日
で
は
'
連
邦
裁
判
所

は
も
ち
ろ
ん
､
ほ
と
ん
ど
の
州
裁
判
所
に
お
い
て
'
い
ず
れ
も

l
つ
の
訴
に
よ
り
普
通
法
上
の
親
書
賠
償
も
'
ま
た
'
衡
平
法
上
の

(叫)

差
止
命
令
も
と
も
に
認
め
ら
れ
る

｡

二

と
こ
ろ
で
'
衡
平
法
の
歴
史
は
､適
切
な
救
済
が
普
通
法
裁
判
所
で
､
問
題
な
く
為
さ
れ
え
な
い
難
か
し
い
事
件
で
正
義
を
実

(V5
)

現
す
る
た
め
に
国
王
の
恩
恵
の
特
権
の
行
使
と
し
て
出
発
し
た
｡
言
い
か
え
れ
ば
､
国
王
の
特
権
で
あ

る
免

除

棒

(d
is
pensin.
g

(46)

p
o
w
e
r)
'
す
な
わ
ち
､
特

定

の
場
合
'

一
般
法
規
の
適
用
を
免
ず
る
権
限
に
基
づ
く
も
の
で
あ

るo衡
平
法
上
の
裁
判
は
'
国

王
や
評
議
会
(c
ou
ncil)
の
代
理
者
と
し
て
働
-
大
法
官
(c
h
a
TICettOr)
に
よ
り
'
理
性

と
良
心
に
基
づ
い
て
な
さ
れ
た
｡
こ
の
場

合
'
大
法
官
の
従
っ
た
理
性
と
良
心
は
'
彼
の
個
人
的
.
慈
恵
的
な
も
の
で
な
く
､
そ
の
時
代
の
広
-
行
き
わ
た
っ
た
理
性
や
良
心

(47
)

に
従
う
正
親
の
概
念
で
あ

っ
た

｡

こ
の
よ
う
な
沿
革
か
ら
'
衡
平
法
的
救
済

-
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト

･
ニ
ュ
ー
サ
ン
ス
に
対
し
て
は
'
差
止
命
令
-
ほ
権
利
で
は
な
く
恩

恵
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
来
た
O
し
か
し
今
日
で
は
'
差
止
命
令
は
権
利
で
は
な
い
が
当
然
の
事
柄

(n
o
t
a
s
o
f
ri

ght.but
as
of

(48
)

cau
se)
と
考
え
ら
れ
て
い
る
｡

l
部
の
判
例
で
は
さ
ら
に
進
ん
で
原
告
の
権
利
と
見
な
し
て
い
る

｡

し
か
し
大

多

数
の
判
例
や
学

(49
)

説
で
は
'
差
止
命
令
は
裁
判
所
の
自

由

裁

畳
と
見
る
の
が
支
配
的
で
あ
る
｡
そ
こ
で
'
問
題
と
な
る
の
は
'
は
た
し
て
自
由
裁
量

(50
)

を
組
め
る
根
拠
は
歴
史
的
基
礎
以
外
に
他
に
何
か
あ
る
だ
ろ
う
か
t
と
い
う
こ
と
で
あ
る
o
そ
の
根
拠
と
し
て
は
次
の
二
点
が
拾
摘

さ
れ
よ
う
.
罪

一
は
'
普
通
法
事
件
で
は
'
事
実
認
定

へfact
fin
d
in.
g
)
を
す
る
陪

審
が
大
き
な
不
正
義
を
防

止
す
る
た
め
に
必

要
な
範
囲
で
自
由
裁
蕊
を
行
使
し
う
る
が
'
衡
平
法
事
件
で
は
'
判
事
は
自
分
自
身
'
事
実
を
認
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
'
確
立
さ

(51
)

れ
た
規
則
を
適
用
す
る
こ
と
の
拒
絶
を
事
実
紀
走
と
い
う
口
実
の
下
に
隠
せ
な
い
t
と
い
う
こ
と
で
あ
る
｡
欝
二
は
'
救
済
の
性
質
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、
Ｉ
．

？
‐
）
生
活
妨
害
の
媒
体
と
し
て
は
、
そ
の
他
に
、
地
盤
沈
下
、
原
子
力
事
故
あ
る
い
は
放
射
線
障
害
、
ほ
こ
り
、
爆
発
事
故
、
ダ
ム
や
堤
防
の

決
潰
、
害
虫
発
生
〔
大
津
地
判
昭
和
三
七
・
九
・
一
、
）
（
下
民
一
一
一
一
・
九
・
一
八
一
二
）
〕
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
よ
（
。
加
藤
「
『
日
本
の
公
害
法
』
総

括
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
三
一
○
号
、
一
○
三
頁
参
照
。

（
２
）
加
藤
・
不
法
行
為
（
法
律
学
全
集
）
一
二
六
頁
、
同
「
『
日
本
の
公
害
法
』
総
括
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
一
二
，
号
、
一
，
四
頁
、
谷
口
Ⅱ
植

林
」
損
害
賠
償
法
概
説
二
八
六
頁
、
注
釈
民
法
（
畑
）
一
七
○
頁
。

』
（
３
）
加
藤
・
前
掲
文
一
○
五
頁
、
山
田
・
行
政
法
の
展
開
と
市
民
法
一
三
九
頁
以
下
参
照
。

（
４
）
土
地
法
（
相
隣
関
係
）
的
に
損
害
の
填
補
、
妨
害
排
除
を
統
一
的
に
把
握
し
て
行
こ
う
と
す
る
立
場
は
（
ド
イ
ツ
民
法
（
第
九
○
六
条
）

の
採
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
わ
が
国
で
は
、
沢
井
「
紛
争
の
衡
平
な
解
決
の
た
め
の
小
論
」
私
法
二
三
号
六
六
以
下
が
そ
の
観
点
に
立
っ
て
い
る
。

（
５
）
加
藤
・
前
掲
書
二
一
四
頁
。
鰻

（
６
）
舟
橋
・
物
権
法
（
法
律
学
全
集
）
三
六
頁
以
下
、
同
「
所
有
権
の
濫
用
」
（
末
川
古
稀
・
権
利
の
濫
用
中
一
頁
以
下
）
、
未
払
「
妨
害
排

除
請
求
権
の
問
題
」
民
洋
雑
記
帳
上
二
四
五
頁
以
下
、
同
「
物
権
的
請
求
権
理
論
の
再
検
討
」
民
法
権
雑
記
帳
上
二
三
八
頁
Ｃ

「
（
７
）
←
（
わ
が
国
に
お
け
る
問
題
提
起
と
し
て
は
、
注
釈
民
法
（
旧
）
一
七
四
頁
以
下
参
照
。
ち
な
み
に
、
独
民
法
第
九
○
六
条
は
、
「
調
整
的

の
差
異
で
あ
る
。
損
害
賠
償
は
代
替
性
の
強
い
金
銭
的
支
払
義
務
を
与
え
る
に
す
ぎ
な
い
が
、
差
止
命
令
の
場
合
に
は
、
原
状
回
復

（
皿
）

の
事
実
状
態
を
生
じ
当
事
者
に
新
た
に
重
大
な
利
害
関
係
を
生
ぜ
し
め
る
。
大
法
官
に
よ
る
司
法
的
自
由
裁
量
の
行
使
と
、
現
代
の

（
閲
）

判
事
に
よ
る
衡
平
法
的
救
済
の
裁
判
の
間
に
は
質
的
な
差
異
は
無
い
と
い
え
よ
う
。

》
差
止
命
令
は
自
由
裁
量
の
問
題
だ
と
す
る
と
、
ど
の
よ
う
な
場
合
に
差
止
命
令
が
認
め
ら
れ
る
べ
き
か
と
ど
３
）
と
、
す
な
わ

ち
、
自
由
裁
量
の
判
断
基
準
が
問
題
と
な
る
。
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3５ 補
償
」
を
認
め
、
英
米
法
は
「
差
止
命
令
に
代
わ
る
賠
償
（
忌
日
凹
嗅
出
ば
胃
】
２
．
【
且
目
２
８
）
」
を
認
め
る
。

（
８
）
判
例
に
よ
っ
て
は
八
均
衡
的
便
宜
（
ｇ
］
§
。
ご
ｍ
凄
の
８
曰
く
目
一
国
】
８
⑪
）
と
呼
ば
れ
る
こ
と
駒
あ
る
。
こ
れ
ら
の
訳
語
は
、
い
ず
れ

も
、
徳
本
「
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
・
ニ
ュ
ー
サ
ン
ス
概
説
目
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
一
一
二
八
号
、
七
六
頁
に
依
る
。

（９）国・国・Ｚ、乏臼〆曰可の、日日監臥冊＆Ｚ巳の日】８□ＳＦ。Ｃ河・←胃量「・田・面円○協閂．ａロの田、二・ｍ目。陣⑩．ご・酉ｇ・

そ
の
理
由
は
、
用
語
上
は
、
た
ん
に
迷
惑
な
い
し
不
便
と
い
う
こ
と
し
か
意
味
し
な
い
ニ
ニ
ー
サ
ン
ス
が
、
同
様
の
呼
称
の
も
と
に
、
ま
っ
た
く
異
質

と
も
い
い
う
る
二
つ
の
法
益
保
議
の
法
と
し
て
、
機
能
し
て
来
た
と
い
う
歴
史
的
事
実
に
起
因
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
ｓ
目
的
冊
『
．
（
忌
・
。
】
芹
・
へ

○
洋
・
宅
凸
垣
□

（
旧
）
そ
の
起
源
は
、
一
一
一
一
世
紀
の
英
法
の
不
法
妨
害
排
除
令
状
（
闇
凰
園
①
具
ロ
巳
⑩
日
】
・
巴
に
も
と
め
ら
れ
、
そ
の
後
の
ニ
ュ
ー
サ
ン
ス
除
去

や状貧円辱Ｃｍｓ」・ロ己日日ゴヰ四日○粋のｑ〕の局）とともに、やがてコモン・ロー上の単一な場合ニューサンス訴訟（四３】ｏｐ５８
津
而
８
冊
博
再
昌
詠
日
】
８
）
へ
と
取
っ
て
代
わ
ら
れ
、
ま
た
訴
訟
形
式
の
廃
止
後
は
、
手
続
上
も
た
ん
に
、
ニ
ュ
ー
サ
ン
ス
と
呼
称
さ
れ
、
今
日

Ｌ及んでいる（口８⑪恩ｎ．ｏｐＣ澤・》ぜ．』旨）・田・ぎぎ篇］』．ｚ日的目８閉口臼。且一○国日ず・５．】・一胃言・甸・言回］：》シ
マ
３
鼻
】
脇
目
ロ
ロ
日
貧
己
・
一
面
．

（
Ⅱ
）
こ
の
面
で
の
ニ
ュ
ー
サ
ン
ス
は
、
当
初
、
国
王
の
領
土
や
公
道
の
侵
害
の
保
謹
と
い
う
性
格
を
有
し
て
い
た
が
、
エ
ド
ワ
ー
ド
三
世
の
頃

か
ら
、
今
日
、
見
ら
れ
る
よ
う
な
一
般
公
衆
利
益
の
侵
害
保
護
と
い
う
性
格
を
帯
び
る
よ
う
に
な
っ
た
（
河
貝
興
撹
ｏ
己
・
鼻
．
．
ご
・
砦
□
）
。

（
旧
）
呂
団
・
博
司
寮
営
・
三
．
富
】
呂
己
一
・
一
口
車
四
・
］
皀
冨
・
ュ
戸
思
降
日
望
具
国
飼
Ｐ
威
画
Ｆ
四
三
》
巳
国
□
・
一
畠
『
・
台
や
色
。
『
刃
。
⑰
恩
吋
》
〔
愚
，

、、
、■〃、＝'

ロ
。
⑩
の
⑩
罰
》
８
．
ｓ
｛
．
．
ご
・
』
胃
宛
①
響
呉
目
§
再
Ｃ
博
冒
田
凹
葛
○
円
目
Ｑ
＃
の
（
一
温
垣
）
》
か
》
②
眉
－
函
ざ
・

罰
蛎
罫
鼻
目
罵
賞
昌
凄
の
伊
嬰
ご
具
目
○
耳
の
．
ｐ
台
の
タ
イ
ト
ル
は
、
旨
く
凹
凰
○
】
〕
的
○
門
目
甘
壗
の
⑭
庁
ご
夢
句
胃
耳
鼻
の
ご
的
の
○
門
耐
国
ロ
ロ
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（
幻
）
句
目
脇
曾
．
。
ご
・
Ｃ
涛
・
・
己
・
函
渇
》
国
、
Ｈ
己
の
Ｈ
陣
〕
四
日
の
⑩
》
○
口
．
○
津
．
．
□
・
畠
お
よ
び
そ
こ
に
引
用
の
各
判
例
参
照
・
幻
の
鷺
日
の
目
の
鼻
＆

芹
医
⑩
旧
嬰
ヨ
ョ
曰
。
『
蕨
》
》
②
閂
門
（
ｅ
・

（
幻
）
可
ｇ
的
の
ｇ
○
℃
・
臼
叶
・
己
・
竃
←
》
ご
『
・
勺
，
】
託
①
⑩
（
○
口
陣
○
・
冨
○
可
』
的
・
ｚ
２
の
②
○
口
目
国
囚
】
目
・
嘗
晒
夢
の
ｐ
Ｐ
Ｂ
感
・
』
．
－
画
目
の
Ｈ
・
伊
・

］
窃
負
ご
・
一
一
司
宛
①
騨
鼻
目
】
①
昌
○
、
岳
①
伊
ロ
乏
○
由
曰
○
耳
②
》
馬
、
．
．

ヨ
ロ
参
照
。

ｚ
○
訂
。

さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

（
勺
乱
『
異
の
三
日
②
目
○
ｓ
と
な
っ
て
い
る
。
な
お
、
同
第
八
二
二
条
参
照
・

（巧）恩騨鳥目の蔦具黛筍・田山葛。【臼。陣⑩．ＣへＰｍｏｏｐｗ国具の》国囮。：閏．（甘》・騨・》己・お亜甸・『・四目亘閏伜】、目のの》

日
篇
目
尋
昌
向
冒
昇
⑩
》
『
Ｃ
】
・
目
》
己
．
＄
参
照
。
英
米
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
ニ
ニ
ー
サ
ン
ス
の
も
と
に
お
い
て
も
、
一
般
公
衆
以
上
の
特
別
損
害
を
受

け
た
個
人
が
、
そ
の
点
を
証
明
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
民
事
救
済
の
認
め
ら
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
判
例
・
学
説
に
異
論
は
な
い
。
リ
ス
テ
ー
ト
メ
ン

ト
や
通
説
的
見
解
か
ら
す
れ
ば
、
そ
の
特
別
損
害
の
民
事
救
済
が
、
同
時
に
土
地
の
私
的
な
使
用
な
い
し
享
有
の
侵
害
に
関
係
す
る
場
合
は
、
プ
ラ
イ

ベ
ー
ト
・
ニ
ニ
ー
サ
ン
ス
と
な
ろ
う
。

ｐ
症
辿
国
ご
勝
ｇ
具
）
，
ｂ
洋
．
．
ご
・
葛
。
》
国
品
田
Ｈ
伜
曾
已
屡
》
Ｂ
Ｃ
昇
の
》
で
．
『
巴
》
尻
目
三
・
耳
冨
・
ａ
冨
勺
働
く
鼻
の
ｚ
日
の
目
】
８
○
○
口
８
導
曰

”
日
呂
】
『
目
箇
》
望
ｂ
甘
汽
．
ｒ
恩
『
・
》
一
ｓ
》
［
⑰
隅
而
日
日
］
》
勺
己
『
具
の
ｚ
巳
②
周
】
８
冒
口
］
甘
・
厨
》
瑳
巨
】
・
伊
・
閉
行
く
．
画
司
・

（
、
）
国
℃
・
別
閏
（
甘
・
ｏ
黙
・
》
ご
・
一
ｓ
》
国
禺
ご
閂
陣
］
日
貝
切
．
。
□
・
・
岸
・
》
己
・
ヨ
ゴ
河
の
鼻
呉
の
日
囚
昇
＆
房
の
田
山
冨
具
目
。
郭
⑩
．
ｐ
台
、
８
頁
ｗ

命
じ
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
・
ニ
ニ
ー
サ
ン
ス
と
こ
の
法
理
と
の
関
係
な
い
し
差
異
を
め
ぐ
る
論
争
に
つ
き
、
国
日
ご
関
陣
］
四
日
の
⑫
》
８
．
鼻
・
》
ご
・

（
旧
）
冨
慣
］
再
ｐ
８
の
影
響
に
よ
り
、
卓
百
ｍ
日
ぐ
．
。
＆
旨
く
貫
一
『
＆
閂
の
農
』
ｓ
の
前
後
か
ら
、
主
観
的
要
件
に
故
意
・
過
失
が
問
題
と
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ニ
ヨ
ｓ
参
照
。

困
、．'

グ■、

２２
，－'

毎
軒
）
祠
門
○
的
の
⑩
門
一

（
砿
］
）
勺
間
。
⑩
⑩
の
邸

３３⑮３⑬
戸、

３１
～夕

グ■、

四亜
～〆

因
果
関
係
に
つ
い
て
は
省
略
す
る
。
成
立
要
件
に
関
し
て
は
、

用
》
門
Ｃ
⑩
ｍ
の
円
・
８
．
６
岸
・
會
己
・
洽
勇
国
四
８
ｍ
『
陣
］
日
ロ
⑩
の
．
。
ｂ
・
◎
澤
．
》
ご
・
「
』
・

勺
【
。
⑩
の
９
８
。
。
】
｛
．
．
□
・
＄
「
は
、
単
に
一
つ
の
要
件
で
あ
っ
て
、
必
須
的
、
決
定
的
で
は
な
い
と
す
る
。
四
四
日
日
陣
］
ｍ
Ｂ
ｍ
⑩
．
。
□
．

－
『
百
】
の
戸
。
ご
・
・
洋
．
．
ご
・
一
己
は
、
必
須
的
な
要
件
で
あ
る
と
す
る
。

勺
別
。
の
⑩
且
○
℃
・
◎
拝
・
》
勺
・
＄
『
の
注
に
判
例
が
引
用
さ
れ
て
い
る
。

加
藤
「
『
日
本
の
公
害
法
』
総
括
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
第
三
一
○
号
一
○
一
一
一
頁
同
旨
。

勺
Ｈ
ｏ
の
、
の
『
．
○
己
。
。
】
命
・
》
ロ
・
洽
勇
再
瓶
詳
昇
の
『
ロ
⑩
日
。
【
要
の
田
豊
「
ｏ
白
日
Ｃ
閂
筋
尋
率
画
局
貢
。
。
ロ
肩
口
⑪
具
○
コ
。
】
○
口
の
①
（
ｅ
》
⑩
ロ
マ
ロ
】
ｏ
ｐ
ｍ
の
（
｜
）

幻
の
凰
凰
の
曰
自
芹
○
飴
夢
の
ド
ロ
ゴ
Ｃ
由
Ｂ
ｏ
１
の
》
》
馬
面
）
８
員
昌
目
⑩
日
○
口
。
］
○
口
⑰
の
ａ
）
，

国
日
□
の
『
陣
］
四
日
の
⑪
．
：
．
○
津
・
》
ご
・
「
一
・

河
隅
汗
四
斤
の
日
の
目
汁
。
用
命
ず
の
げ
蟹
二
○
崗
曰
○
吋
茄
喜
》
函
Ｐ
司
勺
、
。
⑩
の
⑮
丙
○
℃
。
○
津
・
》
己
。
←
一
一
・

再
朋
再
昇
の
Ｂ
の
鼻
○
由
昏
⑩
い
□
三
○
ｍ
目
○
昆
⑪
．
》
田
勇
司
列
。
②
の
⑩
『
》
○
℃
．
○
津
・
・
己
・
ロ
・
←
一
画
‐
一
一
四
・

勺
門
○
ｍ
的
の
吋

勺
閂
。
⑩
の
の
『
》
。
□
・
臼
井
。
。
□
・
一
一
一
・

徳
本
「
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
プ
ラ
イ
ベ
１
卜
ｂ
ニ
ュ
ー
サ
ン
ス
概
説
（
｜
）
」
ジ
ニ
リ
ス
ト
一
一
一
二
六
号
六
三
頁
。

ｏ
的
の
⑩
門
》
８
・
ロ
岸
・
》
百
・
四
＄
》
幻
の
⑪
佇
呉
の
日
の
貝
○
玲
昏
の
伊
ロ
ゴ
○
市
日
。
＃
⑭
一
空
電
。
（
｜
》
》
８
日
『
口
の
貝
○
口
、
］
。
ｐ
の
の
（
ご
・

○
℃
。
＆
す
】
己
・
ろ
、

○
一
℃
。
○
岸
。
ご
己
・
酉
口
車

：

陣
〕
、
曰
＄
》
○
℃
．
○
笄
・
一
己
・
Ｐ
台

○
口
日
日
の
］
］
ぐ
．
ｍ
の
ロ
日
ロ
ロ
》
田
ｚ
・
『
・
留
国
．
ｇ
シ
曰
・
詞
８
．
，
コ

～
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（
釦
）
ご
冨
凰
〕
の
］
』
》
８
．
ｏ
岸
・
》
ロ
・
一
口
一
・

、
ｗ
）
ご
『
四
］
⑲
戸
○
百
・
ｏ
岸
・
》
ご
》
ゴ
ー
・

（
、
筵
）
ご
言
片
尾
砕
①
】
□
》
○
℃
。
。
津
・
や
ご
・
。
。
－
ｃ
－
０
－
』
■
・

（
㈹
）
ゴ
、
］
の
戸
・
己
・
○
津
・
》
ロ
・
一
『
Ｊ
魚
》
門
ｏ
⑪
の
閂
》
。
ご
・
。
＃
．
．
ご
・
一
コ
、
高
柳
・
英
米
法
の
基
礎
一
一
二
四
頁
。

（
“
）
司
画
］
：
．
○
ご
・
臼
詐
・
》
己
・
笥
以
下
。
㈹
普
通
法
も
衡
平
法
も
お
な
じ
裁
判
所
で
、
お
な
じ
手
続
で
運
用
さ
る
べ
き
こ
と
、
ま
た
同
一
の

訴
訟
で
普
通
法
と
衡
平
法
の
救
済
を
与
え
る
こ
と
（
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
民
事
訴
訟
法
典
の
立
場
）
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
他
、
大
多
数
の
民
事
訴
訟
法
典
を

有
す
る
州
で
採
用
さ
れ
て
い
る
。
何
他
の
少
数
の
州
で
は
、
お
な
じ
裁
判
所
が
、
伊
四
一
二
Ｄ
Ｃ
○
房
⑩
汁
と
ｍ
Ｐ
Ｂ
ご
□
○
・
百
［
を
分
け
て
、
別
々
の
手
続

で
、
普
通
法
と
衡
平
法
を
運
用
す
る
。
円
極
め
て
少
数
の
州
は
、
普
通
法
裁
判
所
と
衡
平
法
裁
判
所
が
別
個
の
裁
判
所
と
し
て
存
在
す
る
。
な
お
、
ア

メ
リ
カ
各
州
の
現
状
に
つ
い
て
は
、
○
・
目
白
⑩
］
ロ
ュ
②
の
。
。
日
己
日
口
中
の
《
目
＠
日
ご
・
・
参
照
・

（
妬
）
ご
「
、
］
、
戸
８
．
９
】
・
》
ご
・
留
一
・

（
柏
）
高
柳
、
前
掲
書
一
七
六
頁
。

（
々
）
ヨ
菖
農
．
○
弓
・
ロ
津
．
．
Ｕ
・
鵠
一

（
妃
）
用
官
］
す
の
『
庁
く
．
。
＆
獣
○
目
旨
勺
○
１
」
：
○
○
の
目
の
貝
○
○
・
管
（
一
屯
二
）
一
ｍ
一
○
四
］
・
岳
垣
》
墨
Ｐ
一
三
勺
ロ
ロ
・
垣
冨
・

（
相
）
国
・
巴
・
ｇ
ｏ
ｏ
］
一
員
○
○
戸
》
ロ
⑭
○
局
の
蔑
目
命
Ｃ
Ｄ
の
ロ
］
】
ロ
］
日
〕
○
武
８
ｍ
ｍ
巴
》
ロ
⑪
【
目
句
処
９
ｍ
⑪
目
Ｑ
ｚ
日
の
目
◎
の
》
、
冨
甘
の
⑩
Ｃ
甘
い
蟹
ご

宛
の
『
・
己
．
、
田
以
不
、
弓
．
ｍ
］
皿
戸
○
℃
・
ａ
（
・
》
己
・
ゴ
Ｊ
以
下
。

（
羽
）
私

当
然
で
あ
る
。

（
稲
）
”
＄
薗
蔚
日
日
］
岸
＆
簾
の
届
冒
○
ｍ
目
目
前
》
宙
Ｐ
Ｐ
・

（
羽
）
も
ち
ろ
ん
、
比
較
考
量
さ
れ
る
要
素
は
異
な
る
。
一
方
は
、
成
立
を
問
題
と
し
、
他
方
は
、
差
止
命
令
を
問
題
と
す
る
こ
と
か
ら
言
っ
て
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異
を
も
う
け
る
根
処
は
な
い
。

（
２
）

｜
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
・
ニ
．
ｌ
サ
ソ
ス
に
対
す
る
衡
平
法
上
の
警
憾
、
そ
の
行
為
の
蕊
を
樹
、
妨
害
物
の
除
去
を
命
じ
、

斧
ら

妨
害
の
発
生
を
予
妨
す
る
な
ど
、
大
い
に
機
能
を
発
揮
し
得
る
。
差
止
命
令
は
、
効
力
上
か
ら
、
永
久
的
差
止
命
令
（
頁
肖
席
曰
巴

冒
〕
目
目
Ｃ
ｅ
、
中
間
的
差
止
命
令
（
ご
冒
匙
・
ロ
日
。
『
『
且
自
島
○
回
）
、
一
方
的
差
止
命
令
（
の
Ｈ
ご
画
［
篇
目
目
目
・
ロ
）
、
の
一
一
一
種

に
分
け
ら
れ
る
が
、
永
久
的
差
止
命
令
は
通
常
の
訴
訟
で
両
当
事
者
の
主
張
を
聞
き
通
常
の
過
程
を
経
て
、
裁
判
所
が
当
事
者
相
互

の
関
係
を
最
終
的
に
決
定
す
る
。
こ
れ
に
は
、
内
容
上
、
禁
止
的
（
貝
。
ご
ゴ
昔
ｑ
）
、
命
令
的
（
白
目
○
日
。
ｑ
）
、
予
防
的

（
ご
局
ぐ
の
ヨ
ゴ
の
）
な
も
の
が
あ
り
得
る
。
こ
れ
に
対
し
、
中
間
的
差
止
命
令
と
一
方
的
差
止
命
令
は
、
い
ず
れ
も
訴
訟
の
最
終
的
判

（
別
）
富
。
。
］
ご
芹
・
鳥
目
・
島
・
・
勺
・
ロ
ヨ
・

（
駆
）
閂
匡
Ｐ
・
ロ
・
留
亟
・
わ
が
国
の
物
権
的
請
求
権
に
つ
い
て
、
舟
橋
「
所
有
権
の
濫
用
」
（
米
川
古
稀
・
権
利
の
濫
用
中
二
六
頁
）
。

（
田
）
言
画
］
骨
８
．
鼻
・
も
．
■
田
．

（
印
）
歴
史
的
基
礎
だ
け
だ
と
、
今
日
で
は
、
普
通
法
、
衡
平
法
と
も
に
同
一
裁
判
所
で
判
事
に
よ
り
処
理
さ
れ
て
い
る
の
で
、
普
通
法
と
の
差

第
二
章
自
由
裁
量
の
判
断
基
準
－
ｍ
巳
自
○
ｓ
、
。
こ
げ
の
回
目
三
田

は
し
が
き
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判
決
に
至
る
ま
で
の
暫
定
的
な
救
済
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、
究
極
的
救
済
方
法
と
い
う
観
点
か
ら
、
永
久
的
差
止
命
令
の
み
を
取
り
上

本
節
に
お
い
て
は
、
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
・
ニ
ュ
ー
サ
ン
ス
に
対
す
る
差
止
命
令
が
、
ど
の
よ
う
な
判
断
基
準
に
基
づ
い
て
許
否
を
決

定
さ
れ
て
い
る
か
、
言
い
か
え
れ
ば
、
均
衡
的
衡
平
の
法
理
は
ど
の
よ
う
な
要
素
（
旨
日
日
）
が
考
慮
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
な
さ
れ

て
い
る
か
を
明
ら
か
に
す
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
判
例
の
分
析
が
不
可
欠
で
あ
ろ
う
。
分
析
に
あ
た
っ
て
は
、
事
実
関
係
を
重
視

に
対
し
て
差
止
命
令
が
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
そ
の
損
害
の
継
続
性
・
反
覆
性
の
た
め
で
あ
り
、
も
っ
ぱ
ら
過
去
の

損
害
の
填
補
を
原
則
と
す
る
普
通
法
上
の
損
害
賠
償
で
は
、
被
害
者
の
救
済
が
不
完
全
だ
と
い
う
こ
と
に
基
づ
い
て
い
た
わ
け
で
あ

る
。
こ
の
よ
う
な
基
準
に
よ
る
と
、
一
般
の
私
的
企
業
活
動
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
場
合
に
よ
っ
て
は
、
公
共
的
利
益
を
有
す
る
企

業
活
動
で
さ
え
も
禁
止
せ
ざ
る
を
え
な
い
。
こ
の
よ
う
な
欠
陥
を
補
い
な
が
ら
、
多
く
の
判
例
の
集
積
に
よ
り
確
立
さ
れ
た
の
が
、

今
日
、
判
例
に
よ
り
採
用
さ
れ
、
学
説
に
よ
り
支
持
さ
れ
て
い
る
、
い
わ
ゆ
る
均
衡
的
衡
平
ａ
凶
］
：
。
甘
い
岳
の
回
目
冨
の
の
）
の
法
理

で
あ
る
。
こ
の
法
理
に
よ
れ
ば
、
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
・
ニ
ュ
ー
サ
ン
ス
に
対
す
る
差
止
命
令
の
判
断
は
、
そ
の
事
件
の
一
切
の
事
情
の

比
較
考
慮
に
基
づ
い
て
決
せ
ら
れ
る
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

げ
る
。ニ
プ
ラ
ィ
ベ
ー
ト
・
ニ
ュ
ー
サ
ン
ス
の
差
止
命
令
を
め
ぐ
る
自
由
裁
量
の
判
断
基
準
は
、
従
来
か
な
り
抵
触
と
混
乱
が
見
ら

？
）

（
５
）

れ
た
。
そ
れ
は
公
共
性
を
有
す
る
近
代
的
産
業
の
出
現
に
基
因
す
る
。
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
・
ニ
ュ
ー
サ
ン
ス

第
一
節
判
例
の
紹
介
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控
訴
審
は
、
損
害
賠
償
額
を
年
額
一
○
○
弗
に
減
額
し
、
判
決
の
差
止
命
令
を
許
容
し
た
部
分
を
取
り
消
し
た
。
汚
染
に
よ
り
原

告
の
土
地
に
な
さ
れ
た
小
さ
な
侵
害
に
比
較
し
て
、
差
止
命
令
の
許
容
に
よ
り
被
告
に
よ
り
大
き
な
損
害
が
課
さ
れ
る
と
い
う
こ
と

，
を
考
慮
し
て
、
判
決
の
結
論
が
導
か
れ
た
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
損
害
の
均
衡
（
ｇ
］
目
。
曰
、
○
国
且
口
国
の
巳
に
基
づ
い
て
な
さ

償
を
認
め
た
。

【
事
実
】
Ｘ
（
原
告
）
は
サ
ラ
ト
ゥ
ガ
（
の
四
国
（
。
、
巳
郡
に
あ
る
【
ど
日
の
円
。
⑩
滞
日
の
川
の
下
流
の
川
岸
に
二
一
一
五
エ
ー
カ

ー
の
農
場
を
所
有
し
て
い
る
。
Ｙ
（
被
告
）
は
、
原
告
の
土
地
の
上
流
二
、
三
マ
イ
ル
の
地
点
で
、
パ
ル
プ
工
場
を
所
有
し
操
業
し

て
い
る
。
Ｙ
の
エ
場
は
、
一
○
○
万
弗
以
上
投
資
さ
れ
、
四
○
○
’
五
○
○
人
の
従
業
員
を
雇
用
し
て
い
る
。
同
工
場
は
、
そ
の
操

業
に
よ
り
、
川
に
硫
酸
・
石
灰
・
硫
黄
を
含
ん
だ
多
量
の
液
や
パ
ル
プ
材
・
お
が
屑
・
木
片
・
木
材
の
節
・
樹
脂
・
繊
維
を
含
ん
だ

廃
物
を
放
出
し
て
、
そ
の
川
を
汚
染
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
作
り
出
さ
れ
た
汚
染
は
、
沿
岸
に
設
置
さ
れ
た
他
の
工
場
か
ら

の
放
出
物
と
一
緒
に
な
っ
て
、
水
の
純
粋
性
を
大
い
に
減
じ
て
い
る
。

し
》
判
決
の
結
論
を
導
く
に
あ
た
っ
て
考
慮
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
諾
事
情
を
読
み
取
る
こ
と
に
努
め
る
。

た
。

原
告
Ｘ
は
、
そ
の
川
を
汚
染
す
る
こ
と
を
被
告
Ｙ
に
禁
ず
る
差
止
命
令
と
、
損
害
賠
償
を
求
め
て
、
訴
訟
を
提
起
し

第
一
審
裁
判
所
は
、
判
決
確
定
一
年
後
に
効
力
を
生
ず
る
差
止
命
令
を
許
容
し
、
一
年
に
つ
き
三
一
二
弗
の
割
合
に
よ
る
損
害
賠

（
且

【
１
】
三
冒
一
の
：
．
ｓ
】
８
国
四
ｍ
膵
勺
四
岡
○
。
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Ｙ
の
工
場
か
ら
の
廃
物
は
、
植
物
や
動
物
に
と
り
非
常
に
破
滅
的
で
あ
り
、
ま
た
水
の
浄
化
力
を
奪
う
。
ニ
ュ
ー
サ
ン
ス
は
、
将
来

止
命
令
を
拒
絶
す
る
理
由
に
は
な
ら
な
い
。
衡
平
法
裁
判
所
も
、
普
通
法
裁
判
所
も
、
い
ず
れ
も
そ
の
よ
う
な
法
則
に
導
か
れ
得

な
い
。
と
い
う
の
は
、
も
し
そ
の
論
理
的
帰
結
に
従
う
な
ら
ば
、
差
止
命
令
は
す
で
に
富
ん
で
い
る
人
々
に
対
し
て
は
許
さ
れ
ず
、

貧
乏
な
訴
訟
当
事
者
か
ら
、
そ
の
僅
か
な
財
産
を
奪
う
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
そ
の
よ
う
な
事
件
に
お
い
て
、
差
止
命
令
を
否
認
す

る
こ
と
は
、
適
法
な
権
利
を
有
す
る
当
事
者
に
困
難
性
を
課
す
る
と
い
う
こ
と
が
、
常
に
記
憶
さ
る
べ
き
で
あ
る
…
。

え
て
い
る
汚
染
の
特
に
有
害
な
性
質
を
考
慮
し
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
こ
の
侵
害
は
実
質
的
で
な
い
と
は
言
え
な
い
だ
ろ
う
。
被
告

る
｡

る
べ
き
で
あ
る
。
原
告
に
対
す
る
損
害
は
、
そ
の
状
態
を
除
去
す
る
被
告
の
出
費
に
比
し
て
僅
か
で
は
あ
る
が
、
そ
の
こ
と
は
、
差

よ
り
害
が
少
な
く
な
る
か
も
知
れ
な
い
と
い
う
被
告
の
側
に
お
け
る
い
か
な
る
主
張
（
。
寓
目
）
も
な
い
、
と
い
う
こ
と
が
記
憶
さ

ｘ
は
上
告
し
た
。

⑪
本
件
は
控
訴
審
が
損
害
の
均
衡
（
ｇ
］
：
Ｑ
ｐ
ｍ
ｏ
団
ロ
）
ロ
ｄ
の
⑪
）
に
基
づ
き
差
止
命
令
を
拒
絶
し
た
の
を
取
消
し
た
判
決
で
あ

…
…
た
と
え
、
控
訴
審
で
減
額
さ
れ
た
と
は
い
え
、
原
告
Ｘ
の
農
場
に
対
す
る
損
害
額
は
年
間
一
○
○
弗
に
達
す
る
。
原
告
が
訴

【
判
旨
】
認
容
。

【
．
○
メ
ン
ト
】
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③
本
件
で
は
、
被
告
が
一
○
○
万
弗
投
資
し
、
四
○
○
’
五
○
○
人
の
従
業
員
を
雇
っ
て
お
り
、
そ
の
企
業
を
禁
ず
る
こ
と
か
ら

（
７
）

発
生
す
る
損
害
は
、
そ
れ
を
存
続
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
原
告
に
も
た
ら
さ
れ
る
損
害
に
比
べ
て
大
き
い
と
い
う
こ
と
を
考
慮
す
る
損

害
の
均
衡
ｅ
巴
目
。
ご
囚
。
【
且
巨
口
の
⑪
）
が
う
け
い
れ
ら
れ
ず
、
け
つ
き
よ
く
侵
害
行
為
の
継
続
性
の
み
を
基
準
に
差
止
命
令
の

（
８
）

発
給
を
許
容
し
て
い
る
。
そ
の
理
由
は
、
損
害
の
均
衡
（
す
四
］
ロ
ゴ
Ｃ
冒
囚
・
ロ
ロ
」
ロ
ロ
の
⑩
）
を
認
め
る
こ
と
は
、
す
で
に
寝
ん
で
い
る
人

（
９
）

々
を
保
謹
し
、
貧
し
い
当
事
者
か
ら
彼
の
小
さ
な
財
産
を
奪
う
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
「
も
し
あ
な
た

の
金
銭
的
損
失
が
、
あ
な
た
が
思
い
止
ま
る
こ
と
に
よ
り
非
常
に
大
き
な
損
失
を
被
る
ほ
ど
大
き
い
な
ら
ば
、
あ
な
た
は
、
あ
な
た

（
旧
）

の
薄
幸
の
隣
人
の
権
利
を
侵
害
し
よ
う
と
勝
手
で
あ
る
」
と
も
言
わ
れ
る
。
は
た
し
て
、
こ
の
よ
う
な
損
害
の
均
衡
（
ｇ
］
山
口
ロ
息

。
【
ご
］
日
］
①
の
）
に
対
す
る
批
難
は
正
当
で
あ
ろ
う
か
。
も
し
、
損
害
の
均
衡
（
日
置
ロ
。
旨
、
。
ご
口
］
ロ
回
の
、
）
の
法
理
が
、
た
ん
に

被
告
と
原
告
と
の
間
の
金
銭
的
損
失
の
均
衡
の
み
を
意
味
す
る
な
ら
ば
、
前
述
の
よ
う
に
言
う
こ
と
も
理
由
を
有
す
る
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
、
こ
の
法
理
は
被
告
の
企
業
が
社
会
的
価
値
を
有
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
を
禁
ず
る
こ
と
に
よ
り
、
同
時
に
社
会
に
損
失

（
Ⅱ
）

を
お
よ
ぼ
す
こ
と
を
防
止
す
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
公
益
の
保
護
を
企
図
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
も
し
こ
の
法
理
を
適
用
せ
ず

原
告
に
差
止
命
令
が
許
さ
れ
る
な
ら
ば
、
社
会
的
価
値
を
有
す
る
企
業
活
動
を
破
壊
す
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

（
旧
）

ｇ
ｏ
Ｈ
ｇ
自
團
、
］
ロ
の
ご
Ｂ
の
理
由
づ
け
に
よ
る
差
止
命
令
の
許
容
は
妥
当
で
は
な
い
。

②
被
告
Ｙ
工
場
か
ら
の
廃
物
煙
原
告
に
実
質
的
な
損
害
を
与
え
、
か
つ
将
来
も
継
続
す
る
だ
ろ
う
と
垂
い
う
こ
と
が
予
想
さ
れ

る
こ
と
。
さ
ら
に
は
、
損
害
の
均
衡
（
す
ロ
］
：
。
旨
、
。
自
己
］
貝
一
の
、
）
に
従
う
こ
と
は
、
経
済
的
強
者
の
横
暴
を
許
す
こ
と
に
な
る
と

い
う
こ
と
。
こ
れ
ら
の
理
由
に
基
づ
き
判
決
さ
れ
て
い
る
。

い
わ
ゆ
る
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（
旧
）

【
２
】
、
巳
］
ご
臼
曰
く
・
〕
○
口
の
⑩
陣
田
口
ロ
巴
］
」
ご
ｍ
の
訂
の
］
○
○
・

【
事
実
】
被
告
（
被
上
告
人
）
は
ピ
ッ
ツ
バ
ー
グ
市
に
あ
る
鉄
鋼
会
社
で
あ
り
、
そ
の
鉄
鋼
会
社
は
絶
壁
の
下
に
あ
り
、
原
告
等

（
上
告
人
）
は
そ
こ
か
ら
一
○
○
○
フ
ィ
ー
ト
離
れ
た
絶
壁
の
上
の
住
宅
地
で
土
地
、
家
屋
を
所
有
し
、
そ
こ
に
住
ん
で
い
る
。

一
八
五
九
年
、
被
告
は
原
告
等
の
一
人
か
ら
、
土
地
を
購
入
し
、
そ
こ
に
溶
鉱
炉
を
建
設
し
た
。
そ
の
溶
鉱
炉
は
絶
壁
よ
り
低
か
っ

た
が
、
煙
突
だ
け
は
少
し
と
び
出
し
て
い
た
。
溶
鉱
炉
の
あ
る
地
域
は
、
過
去
多
年
の
間
お
よ
び
現
在
、
明
ら
か
に
工
業
地
域
で
あ

り
、
原
告
等
の
財
産
の
あ
る
絶
壁
の
上
の
地
域
は
、
住
宅
地
で
あ
る
。
そ
の
住
宅
地
は
以
前
か
ら
、
絶
壁
の
下
に
あ
る
溶
鉱
炉
と
製

造
所
か
ら
放
出
さ
れ
る
煙
と
塵
挨
仁
見
ま
わ
れ
て
来
た
が
、
一
九
○
一
年
七
月
一
日
頃
ま
で
は
、
塵
挨
の
量
は
有
害
な
程
度
に
ま
で

は
達
し
て
な
か
っ
た
。
被
告
は
、
一
八
九
八
年
以
前
に
、
現
在
の
溶
鉱
炉
の
敷
地
に
三
つ
の
溶
鉱
炉
を
持
っ
て
お
り
、
こ
の
訴
状
が

提
出
さ
れ
る
七
、
八
年
前
に
、
今
ま
で
使
用
し
て
い
た
○
丘
用
：
鴨
鉱
石
が
使
い
尽
く
さ
れ
た
の
で
、
旨
の
囲
冨
鉱
石
を
使
用

し
始
め
た
。
こ
の
ど
の
の
具
）
ロ
鉱
石
は
、
以
前
使
用
さ
れ
て
い
た
○
国
幻
自
顕
の
鉱
石
に
比
べ
て
、
粒
が
微
細
で
、
塵
俟
に
似
た
性

質
を
有
し
て
い
た
。
一
八
九
三
年
一
一
一
月
か
ら
一
九
○
一
年
五
月
ま
で
の
間
に
、
既
に
あ
っ
た
三
つ
の
溶
鉱
炉
が
同
じ
位
置
で
改
築
さ

れ
、
他
に
四
つ
の
新
た
な
溶
鉱
炉
が
新
築
さ
れ
加
え
ら
れ
た
。
改
造
さ
れ
増
加
さ
れ
た
こ
れ
ら
の
溶
鉱
炉
は
、
最
新
式
で
、
認
可
さ

れ
た
設
計
に
従
っ
て
建
造
さ
れ
、
そ
の
構
造
は
す
べ
て
の
点
で
最
新
式
の
装
置
と
改
良
が
ほ
ど
こ
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
、
そ
れ
ら
の

溶
鉱
炉
は
、
多
く
の
点
で
、
こ
の
地
方
の
他
の
溶
鉱
炉
に
比
べ
て
秀
れ
て
お
り
、
お
の
お
の
毎
日
鉱
石
約
四
○
○
○
ト
ン
を
使
用

し
、
五
○
○
ト
ン
の
鉄
を
生
産
す
る
大
規
模
の
溶
鉱
炉
で
あ
っ
た
。
新
し
い
溶
鉱
炉
は
、
以
前
の
溶
鉱
炉
の
二
、
三
倍
の
能
力
を
有
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し
､
特
に
第
四
審
巳
の
溶
鉱
炉
が
完
成
し
た
時

二

九
〇
1
年
五
月
八
日
)
以
後
に
､
当
惑
と
風
害
が
発
生
し
､
そ
の
継
続
か
ら
生

ず
渇
損
害
に
対
す
る
救
済
が
'
こ
の
訴
訟
に
お
い
て
静
求
さ
れ
て
い
る
0
溶
鉱
炉
か
ら
の
摩
境
の
逃
出
は
.
"
stip
s"

と
し
て
知
ら

れ
'
そ
の
.(.stip
s"

は
不
規
則
な
間
隔
で
発
生
し
t
M
e田
b
a
鉱

石
の
使
用
後
に
頻
繁
に
発
生
し
て
い
る
｡
特
に
'

1
九
〇
1
年

七
月
以
後
は
'
被
告
の
溶
鉱
炉
か
ら
の
魔
境
は
'
原
告
等
の
屋
敷
や
そ
の
周
囲
に
堆
積
L
t
迷
惑
の
み
な
ら
ず
'
財
産
に
親
書
を
発

生
さ
せ
始
め
た
｡
そ
れ
は
雨
樋
を
塞
ぎ
'
建
物
の
塗
料
を
変
色
さ
せ
､
じ
ゅ
う
た
ん
や
カ
ー
テ
ン
を
汚
す
ば
か
り
か
'
油
を
含
ん
で

い
る
の
で
着
物
や
カ
ー
テ
ン
か
ら
洗
い
落
す
の
も
困
難
で
あ

っ
た
｡
ま
た
'
果
実
'
樹
木
お
よ
び
野
菜
に
も
猟
書
を
被
ら
せ
た
｡
原

告
等
の
財
産
の
価
値
は
'
そ
れ
に
よ
り
二
五
%
～
五

〇
%
減
少
し
た
｡
多
く
の
賃
借
人
が
住
家
を
去
ら
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
｡
溶
鉱

炉
が
不
適
当
に
建
築
さ
れ
て
い
る
と
か
'
あ
る
い
は
そ
の
操
作
に
お
い
て
'
何
ら
か
の
過
失
が
あ

っ
た
と
い
う
証
拠
は
ま

っ
た
く
な

か
っ
た
｡
魔
境
の
放
出
を
防
止
す
る
装
置
が
あ
る
こ
と
は
あ
る
が
'
そ
の
装
置
は

一
般
に
は
採
用
さ
れ
て
な
い
串
も
証
明
さ
れ
た
｡

そ
こ
で
へ
原
告
等
は
被
告
が
そ
の
溶
鉱
炉
に
よ
っ
て
､.
深
刻
で
'
例
外
的
な
狙
事
を
発
生
せ
し
め
た
こ
と
に
対
し
て
'
差
止
命
令

を
求
め
て
訴
敵
を
抱
起
し
た
｡

原
審
'
棄
却
｡
控
訴
人
が
上
告
｡

【
判
旨
】

破
棄
差
庚

へ三
判
事
の
少
数
意
見
が
あ
る
)
0

ピ
ッ
ツ
バ
ー
グ
市
は
'
エ
兼
都
市
で
あ
り
'
あ
る
程
度
の
煙
､
摩
挨
か
ら
の
被
害
は
回
避
出
来
な
い
L
t
我
慢
さ
れ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
Q
ま
た
そ
の
よ
う
な
大
工
巣
都
市
に
住
む
こ
と
を
選
ん
だ
場
合
に
は
'

1
般
的
な
不
愉
快
さ
や
煩
わ
し
さ
を
訴
え
る
こ
と
は
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出
来
な
い
。
そ
の
請
求
は
、
被
上
告
人
の
溶
鉱
炉
の
運
行
並
び
に
鉄
の
生
産
そ
の
も
の
を
禁
ず
る
こ
と
で
は
な
く
て
重
大
か
つ
例

外
的
損
害
を
ひ
き
お
こ
す
よ
う
な
溶
鉱
炉
の
運
行
を
禁
止
す
る
こ
と
で
あ
る
。

上
告
人
等
の
損
害
が
、
重
大
な
も
の
で
あ
り
、
直
接
的
、
継
続
的
で
あ
る
と
き
に
は
、
重
複
す
る
訴
訟
に
よ
っ
て
の
み
救
済
し
よ

う
と
す
る
こ
と
は
不
十
分
で
あ
る
・
そ
の
よ
う
な
場
合
に
は
、
回
復
不
可
能
な
も
の
と
し
て
、
衡
平
法
的
救
済
を
求
め
得
る
。

旧
来
の
溶
鉱
炉
の
一
一
、
一
一
一
倍
の
能
力
を
有
す
る
巨
大
な
溶
鉱
炉
を
建
設
し
よ
う
と
す
る
際
に
は
、
こ
れ
ら
の
操
業
に
よ
り
、
上
告

人
等
の
も
の
を
含
め
て
長
年
、
市
の
住
宅
地
に
あ
る
財
産
の
使
用
、
亨
有
の
権
利
を
侵
害
す
る
か
も
知
れ
な
い
と
い
う
こ
と
は
無
視

さ
る
べ
き
事
柄
で
は
な
い
。
ま
だ
微
細
な
粒
の
鉱
石
を
使
い
始
め
た
時
に
、
そ
の
微
細
な
鉱
石
の
塵
は
、
上
告
人
等
の
財
産
に
重

大
な
侵
害
を
明
白
に
ひ
き
お
こ
し
て
い
る
の
で
、
被
上
告
人
は
、
近
隣
の
家
敷
へ
の
こ
の
鉱
石
の
使
用
の
影
響
を
再
び
考
慮
す
べ
き

で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
拡
張
と
新
鉱
石
の
使
用
に
よ
り
、
現
在
被
ら
さ
れ
て
い
る
不
便
、
侵
害
は
、
鉄
鋼
都
市
（
】
丙
目
ｏ
ご
）
の
市

民
と
し
て
、
以
前
に
上
告
人
等
が
従
わ
さ
れ
て
い
た
よ
う
な
不
便
、
侵
害
と
単
に
程
度
に
お
い
て
異
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
く
、
種

類
に
お
い
て
異
な
っ
て
お
り
、
ま
た
、
彼
等
が
財
産
の
実
際
的
な
破
壊
や
没
収
に
直
面
し
て
い
る
場
合
に
は
、
そ
の
よ
う
な
都
市
に

住
ん
で
い
る
人
は
、
任
意
に
選
択
し
て
そ
の
特
異
性
や
不
快
に
服
し
て
い
る
と
い
う
法
原
則
が
支
配
し
て
い
る
事
件
と
は
異
な
る
。

そ
の
よ
う
な
場
合
に
峰
上
告
人
等
の
財
産
を
被
上
告
人
が
処
分
し
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
唯
一
の
救
済
は
、
差
止
命
令
に
よ
る
も

下
級
審
は
、
「
銑
鉄
の
製
造
に
罠
冨
の
田
日
呂
鉱
石
を
使
用
す
る
こ
と
は
、
現
在
で
は
必
要
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
」
と
認
定

し
た
が
、
し
か
し
、
「
今
日
、
《
・
言
の
田
冨
：
鉱
石
を
使
用
す
る
以
外
に
彼
等
の
溶
鉱
炉
の
た
め
に
鉱
石
の
供
給
を
得
る
こ
と
は
、
事

実
上
、
商
業
上
、
不
可
能
で
あ
る
」
と
認
定
す
る
こ
と
を
拒
絶
し
た
。
す
な
わ
ち
、
被
上
告
人
が
冨
巨
の
、
：
囚
・
鐘
石
の
代
わ
り
に
他

の
で
あ
る
。
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の
鉱
石
を
使

用
す
る
か
'
あ
る
い
は

=
sti顎
"

か
ら
の
塵
塊
の
逃
出
を
防
止
す
る
設
僻
を
採
用
す
る
か
し
て
も
､
上
告
人
等
に
な

さ
れ
た
大
損
害
の
継
続
を
未
然
に
防
止
す
る
こ
..と
は
不
可
瀧
だ
と
い
う
こ
と
は
'
決
し
て
確
実
性
が
な
い
O

･
差
止
命
令
の
拒
絶
t6り
も
許
容
か
ら
よ
り
大
き
な
損
害
が
発
生
す
る
時
に
は
'
大
法
官
は
'
差
止
め
る
こ
と
を
認
め
な
い
だ
ろ
う

と
.i
Jつ
主
張
さ
れ
た
原
理
に
関
し
て
.は
'
行
為
の
付
随
的
な
事
が
遵
法
で
あ
る
と
同
時
に
､
訴
え
ら
れ
た
行
為
も
そ
.れ
自
身
達
故
で

あ
渇
場
合
に
は
∵
そ
の
原
理
は
適
用
さ
れ
な
い
と
い
う
こ
と
を
述
べ
れ
ば
十
分
で
あ
る
｡
他
人
に
親
書
を
お
よ
ぽ
す
鰯
権
限
の
行
為

を
差
止
め
ら
れ
た
こ
と
に
よ
り
損
害
を
彼
ら
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
は
'
何
人
た
り
と
鴇
訴
え
る
こ
と
は
出
来
･な
い
の
で
'
そ
う
い
う

一●

事
件
で
は
'
差
止
命
令
の
許
容
の
結
果
と
し
て
損
害
が
生
ず
る
と
い
う
こ
と
は
'
言
え
な
い
｡

彼
が
財
産
を
使
用
し
'
亨
有
す
る
た
め
の
彼
の
権
利
は
'
彼
の
隣
人
の
も
の
と
同
様
に
垂
向
の
も
の
で
あ
る
o
ま
た
'
ど
ち
ら
か

に
よ
る
財
産
の
人
為
的

(artificiat)
な
使
用
も
他
人
の
財
産
の
破
壊
に
対
し
て
承
認
さ
れ
得
な
い
o

訴
状
で
述
べ
ら
れ
た
溶
鉱
炉
の
操
共
を
禁
ず
る
よ
う
に
判
決
は
差
戻
さ
れ
る
｡

【
コ
メ
ン
ト
】

川本
件
は
'
継
続
胡
侵
害
行
為
が
普
通
絵
上
'
訴
散
の
重
複
に
よ
っ
て
の
み
救
済
さ
れ
得
る
時
に
は
'
差
止
命
令

は
発
給
さ
れ
る
と
す
る
｡
差
止
命
令
を
発
給
L
t
あ
る
い
は
否
認
す
る
に
際
し
て
の
自
由
救
急
を
行
使
す
べ
き
衡
平
法
裁
判
所
の
権

限
敬
啓
許
し
な
が
ら
'
遵
法
行
為
が
為
さ
れ
つ
つ
あ
る
か
'
あ
る
い
は
為
さ
れ
る
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
'
お
よ
び
普
通
法
上
の
救
済

(川
)

が
不
適
切
で
あ
る
と
い
'う
こ
と
が
明
瞭
で
あ
る
場
合
に
は
､
差
止
命
令
は
擬
制
の
蘭
越
と
な
る
と
す

る

.
ま
た
'
疲

告
の
権
利
も
原

告
の
権
利
も
同
じ
価
値
若

す
る
iJ麺

･･,

.
脚
な
お
'
本
件
に
は
'
反

対

意

見

(三
判
事
)
が
述
べ
ら
れ
て
お
り
'
そ
の
う
ち

l
人
は
J

均
衡
的
衡
平
の
法
理
を
受
け
入
れ

た
｡
そ
れ
は
.･
次
の
よ
う
な
こ
七
を
考

慮
し
て
'
差
止
命
令
を
拒

絶
し
.て
い
る
.
①

被
上
告
人
は
､
長
年
の
間
営
業
を
続
け
て
お
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細
り
、
非
常
に
大
企
業
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
そ
の
溶
鉱
炉
を
建
て
た
の
も
企
業
の
成
長
の
自
然
的
成
り
行
き
で
あ
る
。
ｏ
被
上
告
人

は
、
出
来
る
か
ぎ
り
の
防
禦
措
置
を
ほ
ど
こ
し
た
。
ｅ
侵
害
は
、
そ
れ
の
み
で
ニ
ュ
ー
サ
ン
ス
に
な
る
ほ
ど
で
は
な
い
。
ｅ
冒
○
亘

幻
目
帰
還
鉱
石
は
、
資
源
の
枯
渇
に
近
づ
い
て
お
り
、
被
上
告
人
が
冨
冨
の
囲
冨
：
鉱
石
を
使
用
し
得
ぬ
と
す
る
と
、
そ
の
企
業
の

禁
止
と
い
う
結
果
に
な
る
。
④
そ
の
企
業
の
禁
止
は
、
従
業
員
や
そ
の
他
に
損
失
を
及
ぼ
す
。
す
な
わ
ち
、
一
万
一
千
人
の
従
業
員

と
六
千
万
弗
の
資
本
を
有
す
る
該
企
業
の
み
で
な
く
、
さ
ら
に
は
、
そ
の
禁
止
命
令
は
、
員
冨
の
、
号
凹
ご
鉱
石
の
使
用
禁
止
に
よ
り
、

そ
の
郡
に
あ
る
そ
の
他
の
鉄
鋼
会
社
に
も
悪
影
響
を
与
え
る
。
ｅ
そ
れ
に
反
し
、
上
告
人
等
の
損
害
は
少
な
い
。

号
念
じ

９
【
３
】
因
。
冒
巳
い
ぐ
・
缶
］
｝
目
の
園
巨
旨
旨
ｍ
ｏ
Ｐ

【
事
実
】
被
告
Ｙ
（
銅
鉱
山
会
社
Ⅱ
シ
］
］
日
日
冨
已
ｐ
ｍ
ｏ
Ｐ
）
は
、
一
八
七
四
年
に
ヒ
ル
（
圏
］
）
川
の
堤
に
砕
石
工
場
を

六
万
ド
ル
の
費
用
を
か
け
て
建
設
し
た
。
そ
れ
以
来
、
Ｙ
は
銅
鉱
山
の
た
め
に
そ
の
砕
鉱
場
を
操
業
し
て
来
て
お
り
、
そ
の
結
果
と

し
て
大
量
の
砂
が
川
の
水
に
よ
り
運
ば
れ
、
下
流
の
土
地
に
堆
積
し
た
。
Ｙ
の
工
場
建
設
後
、
原
告
Ｘ
は
、
同
川
の
下
流
の
一
区
画

の
土
地
を
購
入
し
た
。
Ｘ
は
そ
の
土
地
を
使
用
し
た
り
、
占
有
し
た
り
す
る
た
め
に
取
得
し
た
の
で
は
な
く
、
投
機
の
た
め
、

特
に
Ｙ
に
そ
の
土
地
を
購
入
価
格
よ
り
も
高
い
価
格
（
購
入
価
格
の
三
’
五
倍
）
で
、
売
る
た
め
に
購
入
し
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
の

土
地
は
、
Ｙ
の
営
業
に
便
宜
を
与
え
る
以
外
に
は
、
ほ
と
ん
ど
価
値
を
有
し
な
い
。
Ｙ
が
Ｘ
の
買
取
り
の
申
出
を
拒
ん
だ
の
で
、
Ｘ

は
、
Ｙ
が
土
地
の
上
に
砕
鉱
砂
を
堆
積
さ
せ
た
り
、
川
の
水
を
汚
染
し
た
り
す
る
こ
と
を
禁
ず
る
旨
の
差
止
命
令
を
訴
求
し
た
。

第
一
審
は
、
Ｘ
の
禁
止
的
差
止
命
令
の
請
求
を
認
め
な
か
っ
た
。

第
二
審
は
、
差
止
命
令
の
請
求
を
認
め
ず
、
損
害
賠
償
の
算
定
の
た
め
に
陪
審
に
付
託
し
た
。
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【
判
旨
】
棄
却
。

令嶮
被
上
告
人
Ｙ
の
操
辨

差巫
上
に
砂
を
堆
積
さ
せ
〈

》
法
上
の
適
切
な
救
済
』

二
問
題
は
、
上
告
人
〉

一一

(安次富哲雄）

質
に
よ
り
支
配
さ
れ
る
。

差
止
命
令
に
よ
る
救
済
は
、
回
復
さ
れ
え
な
い
損
害
、
す
わ
ち
継
続
を
許
さ
れ
る
な
ら
ば
、
適
切
に
は
償
わ
れ
な
い
と
こ
ろ
の
結

果
を
禁
ず
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
ま
た
、
差
止
命
令
の
発
給
は
、
明
確
な
自
由
裁
量
に
依
ら
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
ま
た
事
件
の
性

そ
こ
で
Ｘ
（
上
告
人
）
は
、
次
の
よ
う
な
理
由
で
上
告
し
た
。
土
地
に
対
す
る
永
久
的
権
利
侵
害
を
禁
ず
る
た
め
の
差
止
命
令
は
、

確
立
さ
れ
た
衡
平
法
的
救
済
方
法
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
土
地
上
の
立
木
を
枯
ら
し
、
栽
培
に
不
適
当
な
よ
う
に
、
土
地
の
上
に
泥

や
砂
や
水
を
継
続
的
に
流
す
こ
と
は
、
そ
の
土
地
の
実
質
上
の
盗
用
で
あ
り
、
そ
の
行
為
を
禁
じ
な
い
よ
う
な
救
済
は
不
完
全
で
あ

る
。 被
上
告
人
Ｙ
の
操
業
が
Ｘ
に
被
ら
し
て
い
る
損
害
が
、
重
大
で
あ
る
か
ど
う
か
は
別
と
し
て
、
そ
の
操
業
に
よ
っ
て
、
Ｘ
の
財
産

上
に
砂
を
堆
積
さ
せ
つ
つ
あ
る
の
は
、
財
産
の
そ
の
部
分
の
実
質
上
の
盗
用
に
な
る
と
い
う
こ
と
は
疑
い
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
普
通

法
上
の
適
切
な
救
済
は
、
可
能
で
あ
る
。

問
題
は
、
上
告
人
Ｘ
が
訴
求
し
て
い
る
特
別
の
救
済
、
す
な
わ
ち
、
差
止
命
令
に
対
し
て
権
限
を
付
与
さ
れ
る
か
ど
う
か
で
あ

さ
て
、
本
件
の
よ
う
に
、
人
の
住
ん
で
い
な
い
土
地
に
関
す
る
事
件
で
も
、
そ
の
土
地
が
特
別
な
使
用
を
目
的
と
し
て
購
入
さ
れ

た
と
か
、
あ
る
い
は
、
ニ
ュ
ー
サ
ン
ス
を
発
生
さ
せ
た
人
が
責
任
を
負
わ
な
い
場
合
に
は
、
そ
の
ニ
ュ
ー
サ
ン
ス
は
、
回
復
出
来
な

る
０

い
権
利
侵
害
と
な
り
得
る
。

本
件
で
は
、
侵
害
さ
れ
た
土
地
は
、
Ｙ
に
そ
れ
を
法
外
な
価
格
で
売
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
購
入
さ
れ
た
。
人
が
合
法
的
な
行
為
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【
コ
メ
ン
ト
】
⑪
本
件
は
、
禁
止
的
差
止
命
令
の
否
認
さ
れ
た
事
例
で
あ
る
。

②
本
件
の
結
論
を
導
く
に
あ
た
っ
て
考
慮
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
諸
事
情
と
し
て
は
、
次
の
よ
う
な
も
の
が
挙
げ
ら
れ
る
。
①
原
告
が

不
当
な
価
格
で
売
る
た
め
に
土
地
を
購
入
し
た
こ
と
。
、
そ
の
土
地
は
、
特
別
な
使
用
目
的
を
も
っ
て
購
入
さ
れ
た
の
で
は
な
い
の

で
、
回
復
さ
れ
え
な
い
損
害
に
は
当
ら
ず
、
衡
平
法
的
救
済
の
適
合
性
が
な
い
。

行
）

【
４
】
、
｛
一
ｍ
叩
く
・
ヨ
凹
呂
・
の
○
○
℃
円
筒
Ｃ
Ｏ
・

【
事
実
】
原
告
は
、
モ
ン
タ
ナ
州
の
Ｏ
の
①
Ｈ
冒
吊
の
ご
色
一
一
の
】
に
あ
る
農
場
所
有
者
で
あ
り
、
そ
れ
を
賃
貸
し
て
い
た
。
彼

は
、
溶
鉱
炉
か
ら
の
煙
に
よ
り
降
下
さ
せ
ら
れ
た
臭
気
、
硫
黄
、
砒
素
が
農
作
物
や
飼
料
を
侵
害
し
、
そ
こ
に
飼
わ
れ
て
い
る
家
畜

に
害
を
与
え
る
と
し
て
、
そ
れ
は
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
ニ
ュ
ー
サ
ン
ス
（
負
⑫
臼
○
戸
の
国
○
口
の
：
と
呼
ば
れ
る
範
囲
内
に
居
住
す
る
谷
の
他

の
農
民
達
も
同
様
な
被
害
を
受
け
た
。
）
に
な
る
と
い
う
理
由
で
、
同
谷
の
端
に
あ
る
ヨ
四
の
一
己
の
銅
精
錬
所
の
被
告
等
に
よ
る
操

業
の
継
続
を
禁
止
す
る
訴
訟
を
提
起
し
た
。
そ
の
訴
訟
は
、
実
際
に
は
、
組
合
に
結
合
さ
れ
て
い
る
多
数
の
農
民
達
を
代
表
し
て
、

テ
ス
ト
・
ケ
ー
ス
と
し
て
提
起
さ
れ
た
。

Ｙ
に
責
任
が
な
い
と
は
主
張
さ
れ
て
お
ら
ず
、
そ
れ
ゆ
え
、
差
止
命
令
に
つ
い
て
は
理
由
が
な
く
、
ま
た
普
通
法
上
の
救
済
が
適

当
で
、
公
正
な
救
済
で
あ
る
。

の
範
囲
内
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
限
り
、
動
機
の
い
か
ん
に
拘
わ
り
な
く
、
そ
の
人
は
、
普
通
法
の
保
謹
を
受
け
る
資
格
が
あ
る
。

し
か
し
、
衡
平
法
の
救
済
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
時
に
は
、
そ
の
動
機
を
問
題
と
し
う
る
。
た
と
え
、
あ
る
人
が
権
利
侵
害
を
誘
引

し
た
と
し
て
も
、
彼
は
普
通
法
裁
判
所
で
の
救
済
は
受
け
得
る
が
、
回
復
出
来
な
い
損
害
を
理
由
と
す
る
衡
平
法
上
の
救
済
は
否
定

さ
れ
る
。
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事
実
審
裁
判
所
(C
ilCu
it
C
ourt,
D
,
M
o7ttan
a
J
t90
9)
は
､
主
事

へm
a
ster)
の
認
定
を
確
認
し
て
'
原
告
等
の
被
害
は
､

W
a
s
h
o
e

銅
精
鉄
所
が
改
造
し
た

一
九
〇
三
年
以
前
に
起

っ
た
も
の
で
あ
り
'
被
告
等
が
長
音
の
方
駿
を
採
用
し
'
多
額
の
費
用
を

出
費
し
て
'
同
工
場
を
改
造
し
て
以
来
'
原

告
や
そ
の
他
の
農

民

達
に
は
'
重
大
な
損
害
は
発
生
し
て
い
な
い
と
認
定
し
た
｡
ま

た
'
同
溶
鉱
炉
は
'
約
百
万
弗
の
費
用
で
建
て
ら
れ
'
実
際
上

B
E
te
地
方
で
生
産
さ
れ
る
鉱
石
の
全

部
を
消
化
し
'
合
衆
国
の

銅
の

一
七
～
二
二
C/O
i
l当
る
銅
を
生
産
し
'
同
州
の
主
要
産
発
の
1
を
な
し
て
い
る
と
認
定
さ
れ
た
｡

欝

一
審
裁
判
所
は
'
差
止
命
令
は
裁
判
所
の
自
由
叔
垣
に
属
す
る
も
の
だ
と
し
な
が
ら
'
す
べ
て
の
状
況
す
な
わ
ち
'
差
止
命
令

の
結
果
と
事
件
の
真
の
衡
平
を
考
慮
す
べ
き
で
あ
る
と
判
示
し
た
｡
さ
ら
に
'
適
法
な
各
財
産
所
有
者
間
の
擬
制
調
整
を
な
す
べ
き

で
あ
る
t
と
し
た
O
適
法
な
企

巣
の
禁
止
の
た
め
に
は
'

com
parative
inju
ri

esを
な
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
て
'
次
の

よ
う
な
各
要
素
を
比
校
考
免
し
て
'
差
止
命
令
を
否
認
し
た
o

｢
そ
の
侵
害
は
'
被
告
が
多
額
の
費
用
を
か
け
'
同
訴
状
提
出
の
二

年
前
に
工
場
の
改
造
を
な
し
た
こ
と
に
よ
り
'
だ
い
ぶ
軽
減
さ
れ
'
虚

集
や
牧

畜
を
無

益
に
す
る
程
で
は
な
い
｣
｡

｢溶
鉱
炉
は

約

一
千
万
弗
の
費
用
で
建
て
ら
れ
'

一
日
に
七
千
ト
ン
の
鉱
石
を
処
理
す
る
｡
さ
ら
に
'
銅
の
産
出
高
は
'
合
衆
国
全
体
の
一
七
～

二
〇
%
で
あ
り
､
そ
の
州
の
主
要
産
巣
の
一
を
構
成
す
る
｡
B
u
tte
地
方
の
人
々
や
付
近
の
農
民
達
も
生
計
の
た
め
'
同
銅
精
鉄
所

に
依
存
し
て
い
る
｣
｡
｢溶
鉱
炉
に
と
り
'
も

っ
と
良
い
位
置
は
'
他
に
発
見
す
る
こ
と
が
で
き
ず
'
溶
鉱
炉
は
'
鉱
山
の
成
功
的
な

経

営
の
た
め
に
必

須

的
で
あ
る
と
言
う
こ
と
は
確
か
で
あ
る
｣
｡
訴
願
さ
れ
た
よ
う
な
差
止
命
令
を
許
容
す
る
こ
と
は
､
原
告
等

が
'
彼
等
の
言
い
値
で
農
民
の
仝
土
地
を
買
う
こ
と
を
被
告
等
に
強
要
す
る
か
'
あ
る
い
は
､
被
告
等
自
身
の
莫
大
な
財
産
を
失
う

こ
と
を
強
要
す
る
か
の
ど
ち
ら
か
に
な
る
｡
従
っ
て
'
溶
鉱
炉
の
操
業
を
禁
止
す
る
差
止
命
令
は
許
容
さ
れ
ず
'
当
事
者
間
の
衡
平

51

法
的
調
整
が
な
さ
れ
る
な
ら
ば
'
事
件
は
留
め
置
か
れ
る
O
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「
…
同
じ
問
題
に
関
す
る
被
告
の
専
門
家
証
人
の
証
言
を
採
用
せ
ず
に
、
、
言
田
口
博
士
の
証
言
を
採
用
す
る
な
ら
ば
、
一
九

○
三
年
の
精
錬
所
の
改
造
以
来
、
発
出
物
は
原
告
の
財
産
の
み
に
影
響
し
、
非
常
に
わ
ず
か
な
程
度
だ
け
、
「
ス
モ
ー
ク
・
ゾ
ー

ン
」
内
の
他
の
農
民
達
に
も
影
響
し
た
と
い
う
意
味
の
裁
判
所
の
認
定
を
く
つ
が
え
す
た
め
に
は
、
同
証
言
は
、
あ
ま
り
に
も
不
確

実
で
、
不
明
瞭
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
認
定
を
採
用
す
れ
ば
、
請
願
さ
れ
た
差
止
命
令
を
否
認
す
る
判
決
や
、
原
告
が
実

際
に
被
っ
た
損
害
賠
償
額
に
対
す
る
普
通
法
上
の
訴
訟
を
認
め
る
判
決
は
、
確
認
さ
る
べ
き
で
あ
る
と
思
う
。
連
邦
裁
判
所
に
お
い
て

確
立
さ
れ
た
法
理
は
、
本
件
や
他
の
類
似
の
事
件
の
よ
う
に
、
適
法
な
営
業
を
差
止
め
る
こ
と
が
訴
求
さ
れ
、
差
止
が
許
さ
れ
る
と

真
の
正
義
に
反
す
る
よ
う
な
結
果
に
な
る
場
合
に
は
、
８
日
日
日
葛
の
昔
日
凹
噌
⑩
を
含
め
て
衡
平
を
決
定
す
る
た
め
に
、
事
件
に

関
す
る
す
べ
て
の
事
実
や
状
況
を
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
・
・
・
」
。

【
コ
メ
ン
ト
】
⑩
本
件
は
、
禁
止
的
差
止
命
令
を
拒
絶
す
る
事
件
で
あ
る
。

②
本
判
決
の
結
論
を
導
く
に
あ
た
っ
て
考
慮
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
諸
事
情
と
し
て
は
、
次
の
よ
う
な
も
の
が
挙
げ
ら
れ
る
で
あ
ろ

う
。
①
改
造
（
七
五
万
ド
ル
の
費
用
を
か
け
た
）
以
来
、
原
告
の
損
害
が
比
較
的
小
さ
く
な
っ
た
。
、
被
告
は
、
そ
の
州
の
主
要
産
業

を
経
営
し
て
い
る
。
そ
れ
を
禁
止
す
る
こ
と
は
、
公
益
に
も
損
失
を
及
ぼ
す
。
⑤
他
に
溶
鉱
炉
の
た
め
の
よ
り
良
い
位
置
は
見
つ
か

ら
な
い
。

希
旧
）

【
５
】
回
一
陣
Ｃ
耳
ｚ
日
⑪
①
ｑ
ｏ
ｐ
ご
・
Ｃ
ｐ
Ｃ
口
の
巴
】
の
巨
砲
亘
○
ｐ

【
事
実
】
Ｘ
（
原
告
、
上
告
人
）
は
、
ア
リ
ゲ
ニ
ー
（
こ
｝
の
召
①
畠
）
郡
、
ス
プ
リ
ン
グ
デ
イ
ル
（
の
己
【
ご
沮
四
］
の
）
で
、
大
規

被
告
勝
訴
、
原
告
控
訴
。

【
判
旨
】
控
訴
棄
却
。
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模
な
植
木
会
社
を
営
ん
で
お
り
､
Y
(被
告
'
被
上
告
人
)
は
'そ
の
隣
り
で
'
唱
力
会
社
を
経
営
し
て
い
る
0
X
は
､
Y
の
工
場
が
設

立
さ
れ
る
前
に
'
二
〇
年
以
上
に
わ
た
っ
て
営
巣
を
続
け
て
来
て
い
る
｡
Y
の
工
場
は
､
ピ
ッ
ツ
バ
ー
グ
市
の
工
業
地
区
か
ら
三

一

六
マ
イ
ル
離
れ
た
ア
リ
ゲ
ニ
I
川
(A
tlegh
eny
)
の
沿
岸
に
あ

っ
た
が
'
裁
判
所
に
よ
り
､
ピ

ッ
ツ
バ
ー
グ
市
の
工
業
地
区
内
に
あ

る
t
と
終
発
さ
れ
て
い
る
｡
Y
の
工
場
は
'

1
九
二
〇
年
に
完
成
し
た
が
'
当
時
'
そ
の
工
場
は
'
世
界
最
大
で
あ
り
'
判
決
当
時

で
も
､
そ
れ
以
上
の
も
の
は
'

一
つ
し
か
存
在
し
な
い
｡
そ
の
工
場
は
'
電
力
と
穏
健
を

1
部
の
住
民
や
'
も
う

1
つ
の
郡
の
多
く

の
者
に
供
給
し
て
い
る
｡

と
こ
ろ
で
'
Ⅹ
は
'

1
九
二
1
年
'
Y
の
操
業
開
始
後
'
莫
大
な
駿
の
灰
､
燃
え
が
ら
､
煙
'
煤
'
亜
硫

酸
ガ
ス
等
の
滑
背
炭
の
燃
焼
の
産
物

(Y
は
､

1
日
､

1
万
五
千
-
ン
燃
焼
し
て
い
る
)
が
'
X
の
植
木
畑
に
堆
積
L
t
栽
培
さ
れ
た

草
木
に
大
振
害
を
与
え
t
Y
の
挽
菓
方
法
は
'
ニ
ュ
ー
サ
ン
ス
を
作
り
出
し
て
い
る
と
し
て
'
X
の
土
地
上
に
有
害
な
も
の
を
放
出

し
'
堆
槌
さ
せ
る
こ
と
を
'
Y
に
索
ず
る
訴
訟
を
提
起
し
た
O
原
審
に
お
い
て
は
'
Ⅹ

(原
告
)
が
敗
訴
し
た
｡
そ
こ
で
'
Ⅹ
が
上

告
し
た
｡

【判
旨
】

上
告
東
劫
｡

川
Ⅹに
よ
り
訴
求
さ
れ
た
'
燃
え
が
ら
'
チ
-
'
煙
へ
亜
硫
酸
ガ
ス
を
放
出
す
る
こ
と
を
'
Y
に
禁
ず
る
差
止
命
令
を
認
容
す
る

こ
と
は
'
実
際
上
t
Y
の
工
場
の
閉
鎖
を
意
味
す
る
｡
と
い
う
の
は
､
隣
人
の
土
地
上
に
'
燃
焼
に
よ
る
産
物
を
放
出
す
る
こ
と
な

し
に
'
滑
帝
炭
を
使
用
す
る
こ
と
は
'
物
理
上
不
可
能
で
あ
る
O
さ
ら
に
'
放
出
物
を
除
去
す
る
何
ら
か
の
方
法
が
あ
る
と
い
う
信

赦
さ
れ
う
る
証
言
も
な
い
｡

た
し
か
に
'
Ⅹ
の
土
地
へ
の
前
記
有
害
物
の
堆
積
は
､
継
続
的

ニ
ュ
ー
サ
ン
ス
で
あ
り
'
差
止
命
令
に
よ
る
適
切
な
救
済
の
権
利

53

を
Ⅹ
に
付

与
す
る
O
し
か
し
'
ピ
ッ
ツ
バ
ー
グ
市
の
､
そ
の
周

辺
で
は
'
工

業
や
歴
膏
炭
の
使
用
に
よ
る
被
薯
は
'

一
般
的
で
あ
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る
。
さ
ら
に
、
Ｙ
の
工
場
は
、
既
知
の
除
去
装
置
や
、
す
べ
て
の
最
新
の
構
築
法
を
試
み
て
い
る
。
従
っ
て
、
そ
れ
を
禁
ず
る
事

は
、
今
日
の
技
術
的
知
識
に
よ
れ
ば
、
そ
の
工
場
の
操
業
を
束
縛
し
、
実
際
上
、
閉
鎖
せ
ざ
る
を
え
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
Ｘ
の
受

け
て
来
た
損
害
を
救
済
す
る
た
め
に
普
通
法
上
の
救
済
を
Ｘ
に
与
え
、
Ｙ
の
活
動
を
保
証
す
る
だ
ろ
う
。

②
差
止
命
令
を
拒
絶
す
る
こ
と
か
ら
起
る
で
あ
ろ
う
損
害
よ
り
も
大
き
な
損
害
が
、
そ
れ
を
許
与
す
る
事
か
ら
起
ら
な
い
か
ど
う

か
を
、
大
法
官
は
、
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
公
共
の
福
祉
の
た
め
に
営
ま
れ
る
べ
き
で
あ
る
合
法
的
営
業
を
破
壊
す
る
こ
と

が
要
求
さ
れ
て
い
る
時
に
は
、
大
法
官
は
、
多
く
の
事
柄
を
考
慮
し
な
け
れ
ば
⑬
な
ら
な
い
。

①
ピ
ッ
ツ
バ
ー
グ
地
区
で
、
瀝
青
炭
の
使
用
の
結
果
、
発
生
す
る
物
質
の
放
出
を
禁
ず
る
事
は
、
賢
明
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
。

、
電
力
や
電
灯
を
供
給
し
て
い
る
Ｙ
の
行
為
を
禁
ず
る
こ
と
か
ら
起
る
損
害
は
、
差
止
命
令
を
拒
絶
し
、
普
通
法
上
の
救
済
に
ま
か

せ
る
こ
と
か
ら
起
る
損
害
よ
り
も
、
大
き
い
と
い
う
こ
と
。
Ｏ
Ｙ
が
入
手
し
う
る
（
損
害
を
最
小
に
す
る
）
装
置
は
、
な
い
と
い
う

こ
と
。
こ
れ
ら
の
理
由
に
よ
り
与
え
ら
れ
た
判
決
は
適
切
で
あ
る
。

【
コ
メ
ン
ト
】
⑩
本
件
は
、
禁
止
的
差
止
命
令
が
拒
絶
さ
れ
た
事
例
で
あ
る
。

②
本
件
の
結
論
を
導
く
に
あ
た
っ
て
考
慮
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
諸
事
情
と
し
て
、
次
の
よ
う
な
も
の
が
挙
げ
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
①

被
告
は
、
既
知
の
除
去
装
置
や
あ
ら
ゆ
る
最
新
の
構
築
法
を
試
み
て
い
る
。
、
当
該
地
域
で
は
、
瀝
青
炭
の
使
用
に
よ
る
被
害
は
、

一
般
的
で
あ
る
。
⑤
燃
焼
に
よ
る
産
物
を
放
出
す
る
こ
と
な
く
、
瀝
青
炭
を
使
用
す
る
こ
と
は
、
不
可
能
で
、
実
際
上
、
工
場
を
閉

鎖
せ
ざ
る
を
え
な
い
。
④
電
力
や
電
灯
を
供
給
し
て
い
る
Ｙ
の
行
為
を
禁
ず
る
こ
と
か
ら
起
る
損
害
は
、
差
止
命
令
を
拒
絶
す
る
こ

と
か
ら
起
る
損
害
よ
り
も
犬
で
あ
る
。

何
）

【
６
】
、
Ｂ
］
房
ぐ
．
、
菌
の
・
富
旨
冒
ｍ
Ｃ
ｐ
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【
事
実
】

原
告
は
､
バ
ー
モ
ン
ト
の
カ
ー
ス
ル
タ
ン

(C
a
st】e
ton
)
の
町
に
あ
る
避
暑
用
住
宅
の
所
有
者
で
あ
り
､
被
告
は
'

そ
こ
か
ら

一
マ
イ
ル
も
離
れ
て
い
な
い
所
に
あ
る
砕
石
工
場
で
あ
る
｡
原
告
が
占
有
し
て
い
る
住
宅
は
'
被
告
が
土
地
を
購
入
し
'

そ
こ
に
工
場
を
設
匿
す
る
以
前
か
ら
'
ほ
と
ん
ど
変

っ
て
い
な
い
｡
被
告
は
'
粘
板
岩
を
爆
破
L
t
そ
れ
を
砕
い
て
､
屋
根
葺
き
用

の
ス
レ
ー
ト
板
を
作

っ
て
い
た
｡
①
そ
れ
を
砕
く
こ
と
は
'
粉
贋
を
生
じ
､
そ
れ
が
風
に
乗

っ
て
､
原
告
の
屋
敷
に
選
ば
れ
'
屋
敷

を
覆

っ
た
o
㊥
被
告
の
製
造
工
程
で
'
座
境
を
生
ず
る
｡
そ
の
魔
境
は
ベ
ル
ト

･
コ
ン
ベ
ア
に
よ
り
'
座
填
捨
場
に
捨
て
ら
れ
た
O

そ
の
魔
境
捨
場
を
通
っ
て
'
湧
泉
か
ら
水
が
流
れ
て
お
り
'
三
つ
の
沈
澱
地
の

一
つ
に
細
か
な
ど
ろ
ど
ろ
の
も
の
が
流
れ
込
み
'
そ

れ
か
ら
あ
ふ
れ
た
も
の
が
'
欝
二
の
も
の
に
通
過
し
'
同
様
に
し
て
へ
第
三
の
も
の
に
流
れ
込
む
｡

こ
れ
ら
三
っ
が

一
体
と
な
り
'

塵
境
を
処
理
す
る
よ
う
に
計
画
さ
れ
て
い
た
｡
大
雨
の
間
中
､
こ
れ
ら
の
沈
殿
池
は
'
水
で
満
た
さ
れ
'
ど
ろ
ど
ろ
し
た
も
の
が
'

水
門
を
通
っ
て
押
し
流
さ
れ
た
｡
こ
れ
ら
は
'
小
川
の
･E
･に
注
ぎ
込
ま
れ
'
時
に
は
'
原
告
の
土
地
ま
で
到
達
し
て
'
そ
こ
に
堆
砥

さ
れ
た
O
原
告
は
'
家
申
用
に
小
川
を
使
用
し
て
お
り
'
泥
が
彼
の
貯
水
池
を
満
た
し
'
ま
た
他
の
方
法
で
家

政
の
亨

有
を
侵

害

し
た
｡
⑮
被
告
の
工
場
で
の
大
爆
破
の
際
に
は
'
時
た
ま
'
原
告
の
窓
を
こ
わ
し
'
ま
た
家
を
震
動
さ
せ
た
O

訴
訟
を
提
起
す
る
ま

で
の
三
年
間
は
'
日
中
の
み
で
な
く
夜
も
ま
た
起
き
た
｡

被
告
が
'
土
地
の
購
入
後
､
工
場
建
設
前
に
'
原
告
は
書
面
で
小
川
の
汚
染
の
お
そ
れ
に
つ
い
て
'
警
告
を
与
え
'
抗
議
し
､
そ

れ
に
対
し
て
被
告
は
'
い
か
な
る
危
険
も
な
い
と
保
証
し
た
｡

被
告
は
'
塵
填
除
去
装
置

(除
去
能
力
九
九
%
)
を
備
え
付
け
た
｡
被
告
は
'
同
工
場
の
た
め
に
'
百
万
弗
投
資
し
'

一
二
五
～

笥

二
〇
〇
人
の
従
兼
員
を
雇
い
入
れ
'
月
給
二
万
五
千
～
四
万
弗
を
支
払

っ
て
い
た
｡
避
暑
用
住
宅
の
価
格
は
'
原
告
に
よ
れ
ば
､
四
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弱
万
弗
と
評
価
さ
れ
、
被
告
の
証
人
に
よ
れ
ば
、
千
’
千
五
百
弗
と
評
価
さ
れ
た
。
原
告
は
訴
訟
前
、
土
地
の
一
部
を
賃
貸
し
、
被
告

の
操
業
中
も
一
季
節
一
五
○
弗
で
貸
さ
れ
た
。
そ
の
土
地
は
、
避
暑
用
に
適
し
て
お
り
、
適
当
な
賃
借
人
が
見
つ
か
れ
ば
、
賃
貸
料

は
も
っ
と
高
く
な
る
だ
ろ
う
。

そ
こ
で
、
被
告
が
控
訴
し
た
。

【
判
旨
】
判
決
修
正
、
差
展
。

便
宜
の
均
衡
の
法
理
（
岳
の
□
○
○
房
日
冒
○
崗
冨
］
：
Ｃ
の
Ｃ
ｍ
８
ョ
の
ロ
】
の
ロ
Ｃ
ｅ
は
、
差
止
命
令
を
許
容
す
る
事
に
関
す
る
要
素
を
決

定
す
る
も
の
と
し
て
、
合
理
的
な
法
理
で
あ
る
。
連
邦
裁
判
所
も
地
域
法
（
Ｅ
３
］
５
コ
）
に
よ
っ
て
、
固
定
さ
れ
た
一
般
法
規
に

従
う
こ
と
を
義
務
づ
け
ら
れ
な
い
場
合
に
は
、
便
宜
の
均
衡
の
法
理
に
従
う
。

川
の
汚
染
に
関
す
る
限
り
、
侵
害
は
実
質
的
で
あ
り
、
違
法
行
為
は
故
意
で
あ
る
。
ま
た
、
侵
害
を
首
尾
よ
く
回
避
す
る
た
め
の

あ
ら
ゆ
る
失
敗
の
危
険
を
被
告
に
課
す
べ
き
で
あ
る
と
思
う
。
…
…
本
件
に
お
い
て
は
、
被
告
は
、
明
確
な
警
告
を
受
け
た
の
み
で

な
く
、
小
川
を
汚
染
す
る
こ
と
を
回
避
す
る
こ
と
が
出
来
る
と
い
う
こ
と
に
対
し
て
、
同
様
に
明
確
な
保
証
を
与
え
た
。
．
．
…
・
こ
れ

ら
の
準
備
的
交
渉
は
、
そ
れ
で
約
束
さ
れ
た
事
項
の
実
施
義
務
を
被
告
に
絶
対
的
に
課
す
る
に
、
十
分
な
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
れ

故
、
川
の
汚
染
に
関
し
て
、
我
々
は
、
絶
対
的
に
差
止
命
令
を
存
続
さ
す
べ
き
で
あ
る
。

塵
俟
に
関
し
て
は
、
事
実
関
係
は
異
な
る
。
ま
た
、
そ
れ
は
、
空
気
を
汚
染
す
る
不
法
行
為
で
も
あ
る
。
…
…
…
し
か
し
、
侵
害

万
弗
を
原
告
に
与
え
た
。

バ
ー
モ
ン
ト
地
方
裁
判
所
は
、
粘
板
岩
の
紛
で
、
原
告
の
屋
敷
を
流
れ
て
い
る
小
川
を
汚
染
す
る
こ
と
、
ま
た
、
空
気
を
汚
染
す

る
こ
と
。
さ
ら
に
爆
破
音
に
よ
り
原
告
の
住
居
を
軋
ま
せ
る
こ
と
を
被
告
に
禁
じ
、
そ
れ
と
共
に
、
過
去
の
損
害
賠
償
と
し
て
、
一
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は
'
あ
ま
り
.ア
サ
と
Jブ
し
い
も
の
で
は
な
く
'
尻
告
の
最
初
か
ら
の
抗
艶
車
扱
で
も
な
く
i
ま
た
'
被
告
の
紛
見
事
現
で
も
な
か
っ

た
｡
そ
の
よ
う
な
状
況
で
は
'
も
し
被
告
が
'
最
良
の
方
法
で
'
彼
が
放
出
す
る
す
べ
て
の
座
境
を
除
去
す
る
こ
と
が
出
来
な
け
れ

ば
､
工
場
を
閉
鎖
せ
よ
t
と
は
言
え
な
い
｡
記
録
に
よ
れ
ば
'
ほ
と
ん
ど

一
%
の
摩
塊
を
残
し
て
止
め
る
よ
う
設
計
さ
れ
た
補
獲
器

を
備
え
付
け
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
｡
し
か
し
'
逃
れ
た
物
が
原
告
の
亨
有
に
影
響
を
与
え
る
の
に
十
分
で
あ
り
､
ま
た
記
録

に
よ
れ
ば
'
被
告
が
そ
れ
を
防
止
出
来
な
い
と
い
う
こ
と
は
､
自
明
の
理
と
し
て
は
示
さ
れ
て
な
い
｡
も

っ
と
よ
い
効
率
を
有
す
る

補
狸
器
は
な
い
と
い
う
こ
と
｡
す
な
わ
ち
'

被
告
は
最
大
能
率
を
有
す
る
柿

投

器
を
遊

行
し
て
い
る
こ
と
｡

そ
れ
故
'

こ
れ
以

上
'
座
攻
を
減
少
さ
せ
る
こ
と
は
､
不
可
能
で
あ
る
と
い
う
こ
と
｡
も
し
差
止
命
令
が
存
続
さ
せ
ら
れ
る
な
ら
ば
'
被
告
は
'
操
発

を
止
め
る
以
外
に
途
は
な
い
と
い
う
こ
と
｡
-
…
･以
上
の
よ
う
な
こ
と
が
'
地
方
裁
判
所
判
事
の
満
足
の
ゆ
く
ま
で
証
明

さ

れ

る

な
ら
ば
､
差
止
命
令
は
'
現
在
使
用
さ
れ
て
い
る
補
狸
器
を
逃
れ
る
も
の
に
対
し
て
頗
境
を
制
限
す
る
よ
う
に
変
更
さ
る
べ
き
で
あ

る
｡隣

接
す
る
屋
敷
上
へ
土
や
小
石
を
投
げ
こ
む
事
件
で
あ
り
な
が
ら
'
ト
レ
ス
パ
ス
に
な
ら
な
い
よ
う
な
'
爆
発
に
よ
る
侵
害
を
取

扱
う
事
件
は
多
く
は
な
い
.
バ
ー
モ
ン
ト
の
判
決
録
の
中
に
は
'
見
つ
け
出
せ
な
い
.
状
況
は
'
相
対
立
す
る
利
益
が
妥
協
さ
れ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
で
あ
る
｡
と
こ
ろ
で
'
判
決
は
'
家
を
鮭
動
さ
せ
る
こ
と
を
禁
じ
て
い
る
が
'
そ
れ
は
'
あ
ま
り
に
も
広
す

ぎ
る
O
家
が
占
有
さ
れ
て
い
る
夜
間
の
爆
発
を
禁
ず
る
よ
う
に
'
ま
た
'
昼
夜
を
問
わ
ず
'
家
を
不
合
理
に
乳
ま
せ
窓
を
穀
す
よ
う

な
重
大
な
負
担
に
対
し
て
は
'
す
べ
て
の
爆
発
を
禁
ず
る
よ
う
に
'
判
決
は
修
正
さ
る
べ
き
で
あ
る
｡

【
コ
メ
ン
ト
】

川本
件
は
'
柴
示
的
差
止
命
令
の
緒

求
が
修

正
'
差
庚
さ
れ
た
事
例
で
あ
る
｡
⑳
川
の
決
染
-
差
止
命
令
許

訂

容
｡
㊥
摩
挨

-
列
記
さ
れ
た

1
定
の
串

項
が
証
明
さ
れ
た
時
に
'
か
っ
楠
獲
器
を
逃
れ
て
放
出
さ
れ
る
も
の
に
限
り
差
止
命
令
許
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容
。
ｏ
爆
発
に
よ
る
被
害
１
一
定
の
範
囲
で
、
差
止
命
令
許
容
。

②
本
件
の
結
論
が
導
か
れ
る
に
あ
た
っ
て
考
慮
さ
れ
た
諸
事
情
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
ろ
う
。
①
川
の
汚
染
－
違
法
行
為
が
故

意
で
あ
る
こ
と
。
侵
害
は
実
質
的
で
あ
る
こ
と
。
汚
染
を
回
魅
す
る
こ
と
に
対
し
て
被
告
の
保
証
が
あ
っ
た
こ
と
。
、
塵
俟
Ｉ
侵
害

が
軽
微
で
あ
る
こ
と
。
高
性
能
の
塵
俟
捕
獲
器
を
据
え
付
け
て
い
る
こ
と
。
建
設
前
に
警
告
が
な
か
っ
た
こ
と
・
塵
俟
の
放
出
そ
れ

自
体
を
禁
ず
る
こ
と
は
企
業
の
停
止
に
な
る
こ
と
。
⑧
爆
破
に
よ
る
被
害
Ｉ
被
告
に
よ
る
保
証
が
な
か
っ
た
こ
と
・
夜
間
の
侵
害
は

あ
ま
り
に
も
被
害
が
大
き
い
こ
と
。
同
様
に
、
家
を
軋
ま
せ
窓
を
穀
す
こ
と
も
侵
害
が
大
き
す
ぎ
る
こ
と
。

③
本
件
で
は
、
被
告
に
課
さ
れ
る
損
害
が
、
原
告
が
ニ
ュ
ー
サ
ン
ス
の
存
続
か
ら
被
る
だ
ろ
う
損
害
よ
り
も
大
き
い
が
、
被
告
が

⑰
）

故
意
だ
と
い
う
こ
と
を
重
視
し
て
、
差
止
命
令
が
許
容
さ
れ
た
。

（
幻
）

【
７
】
富
国
＃
８
口
の
庁
巨
〆
・
『
・
ロ
の
陣
：
８
伊
巨
ヨ
ゴ
の
『
○
○
・

【
事
実
】
Ｙ
（
被
告
、
上
告
人
）
は
タ
コ
ー
マ
市
（
弓
目
・
日
巴
を
流
れ
て
い
る
川
の
岸
に
大
き
な
製
材
工
場
を
所
有
し
、
操
業

し
て
い
る
。
同
工
場
は
二
五
年
近
く
操
業
し
続
け
て
来
て
お
り
、
約
二
○
○
人
に
仕
率
を
提
供
し
て
い
る
。
同
工
場
の
あ
る
川
岸
の

す
こ
し
後
方
は
け
わ
し
い
断
崖
に
な
っ
て
お
り
、
そ
の
断
崖
の
頂
の
近
く
で
、
同
工
場
か
ら
四
分
の
一
マ
イ
ル
離
れ
、
か
つ
、
断
崖

の
端
に
沿
っ
て
走
っ
て
い
る
大
通
り
に
面
し
た
約
三
○
○
フ
ィ
ー
ト
四
方
の
土
地
を
、
数
年
前
、
Ｘ
（
原
告
、
被
上
告
人
）
は
取
得

し
、
そ
こ
に
、
き
れ
い
で
丈
夫
で
高
価
な
家
を
建
て
た
。
Ｙ
木
材
会
社
は
、
は
じ
め
一
○
○
フ
ィ
ー
ト
の
煙
突
を
備
え
て
操
業
し
て

い
た
が
、
Ｘ
医
師
や
そ
の
隣
人
達
に
よ
る
申
出
に
よ
り
、
一
五
○
フ
ィ
ー
ト
の
煙
突
に
改
造
し
た
。
同
時
に
、
煙
の
浄
化
装
置
が
、

煙
突
の
頂
に
備
え
ら
れ
た
が
、
い
か
な
る
金
属
で
作
ろ
う
と
も
、
そ
の
浄
化
装
置
は
煙
の
浄
化
さ
れ
た
微
粒
子
か
ら
来
る
酸
や
、
煙

の
運
ん
で
く
る
蒸
気
中
の
酸
で
腐
食
さ
れ
て
も
ち
こ
た
え
な
か
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
酸
に
耐
え
る
金
属
は
発
見
さ
れ
て
な
い
と
い
う
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こ
と
を
証
人
は
述
べ
た
b
x
医
師
の
要
求
に
よ
り
'
浄
化
装
置
が
煙
突
の
底
に
設
配
さ
れ
た
bま
た
同

時
に
t
Y
の
製
材
所
の
ボ
イ

ラ
ー
の
炉
は
'
専
門
家
証
人
に
よ
り
最
も
効
果
的
で
最
新
型
と
些
昌
さ
れ
た
も
の
と
取
り
替
え
ら
れ
た
｡
こ
れ
ら
の
改
造
を
な
す
た

め
'
多
額
の
費
用
が
投
ぜ
ら
れ
た
｡
そ
の
後
t
X
は
訴
訟
を
提
起
し
た
｡
Y
工
場
は
､
そ
の
廃
物
焼
却
器
か
ら
'
燃
え
が
ら
'
灰
'

焼
か
れ
た
木
材
の
微
粒
子
'
廃
物
'
そ
の
他
の
物
質
を
逃
れ
る
ま
ま
に
L
t
X
の
財
産
の
上
に
放
出
し
'
財
産
に
実
質
的
な
損
害
を

与
え
'
家
に
あ
ま
り
人
を
引
き
つ
け
な
く
し
'
安
楽
で
な
く
し
'
家
屋
の
亨
有
を
披
塊
し
た
と
い
う
理
由
で
'
損
害
賠
償
と
'
採
集

の
継
続
を
禁
ず
る
差
止
命
令
を
申
し
立
て
ら
れ
た
｡
･

事
実
審
は
次
の
よ
う
に
即
実
認
定
L
t
判
決
を
下
し
た
｡
①
原
告
が
土
地
を
購
入
し
居
住
す
る
ず

っ
と
以
前
よ
り
'
被
告
は
大
き

な
製
材
所
を
捜
兼
し
て
来
て
お
り
'
当
時
'
従
光
員
二
五
〇
人
で
タ
コ
ー
マ
市
の
政
も
重
要
な
産
菜
で
あ

っ
た
㊥
Y
は
工
場
の
動
力

源
と
し
て
'
同
工
場
の
椀
物
を
炉
で
燃
や
し
'
ま
た
'
そ
の
他
の
余

っ
た
か
ん
な
屑
や
'
同
工
場
の
炉
で
用
い
ら
れ
な
い
廃
物
を
燃

や
す
た
め
に
廃
物
焼
却
器
を
有
し
て
お
り
､
ご
く
少
最
の
廃
物
だ
け
が
そ
の
廃
物
焼
却
器
で
燃
や
さ
れ
た
｡
当
該
焼
却
器
は
虫
新
式

で
あ
り
'
木
材
会
社
で
使
用
さ
れ
て
い
る
も
の
と
し
て
は
'
効
果
的
で
実
用
的
で
あ

っ
た
｡
ま
た
'
原
告
Ⅹ
の
家
宅
に
当
該
焼
却
器

か
ら
放
出
さ
れ
る
煤
'
木
炭
の
粉
摩
'
不
燃
焼
の
産
物
は
'
も
し
あ

っ
た
と
し
て
も
少
虫
で
あ

っ
た
こ
と
｡
動
力
を
発
生
さ
せ
る
た

め
に
同
工
場
で
操
作
中
の
炉
'
火

室
(fire
b
o
x
)
､
煙
突
'
そ
の
他
の
設
備
は
実
際
的
で
最
新
型
で
あ
る
こ
と
.
被
告
Y
は
'
火
室

(
f
ir
e
b
o
x
)

や
煙
突
を
改
良
す
る
た
め
の
新
装
置
を
試
み
る
た
め
に
過
去
二
年
間
に
多
敬
の
費
用
を
払
い
､
煙
突
か
ら
の
煤
の
漏

出
や
､
廃
物
を
防
止
す
る
た
め
'
な
し
う
る
限
り
の
す
べ
て
の
こ
と
を
な
し
た
こ
と
｡
被
告
Y
工
場
は
'
同

工

場
や
火
室

(fire

b
ox
)
を
操
作
す
る
た
め
'
ま
た
'
そ
の
設
備
を
高
能
率
に
保
つ
た
め
､
熟
練
工
や
専
門
家
を
雇

っ
て
来
た
こ
と
､
㊤
被
告
Y
の
製

田

材
所
か
ら
の
被
害
は
､
X
の
土
地
購
入
時
よ
り
も
'
現
在
は
減
少
さ
せ
ら
れ
て
い
る
こ
と
.
㊤
Y
の
製
材
工
場
は
重
要
で
価
値
あ
る
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帥
産
業
で
あ
る
こ
と
。

「
本
件
に
関
し
て
は
、
多
量
の
灰
、
燃
え
が
ら
等
々
が
被
上
告
人
の
財
産
上
に
放
出
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
を
示
そ
う
と
す
る
多
数

の
証
言
が
あ
る
。
ま
た
煙
、
煤
、
燃
え
が
ら
等
々
が
上
告
人
の
工
場
か
ら
来
た
と
い
う
こ
と
を
陪
審
や
裁
判
所
に
信
ぜ
し
め
る
証
言

も
あ
っ
た
。
上
告
人
の
工
場
は
現
代
的
で
あ
り
、
よ
く
構
成
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
。
ま
た
、
煤
煙
、
燃
え
が
ら
を
防
止
す
る
た

め
に
す
べ
て
の
知
ら
れ
た
実
行
可
能
な
方
法
が
用
い
ら
れ
て
来
た
と
い
う
こ
と
。
ま
た
、
事
実
上
の
問
題
と
し
て
、
実
際
に
は
い

か
な
る
煤
煙
、
燃
え
が
ら
も
、
知
覚
出
来
る
量
は
逃
れ
な
か
っ
た
か
、
あ
る
い
は
、
時
た
ま
僅
か
に
迷
惑
に
な
る
以
上
は
逃
れ
な
か
っ

た
と
い
う
こ
と
。
以
上
の
諸
点
を
裁
判
所
や
陪
審
員
に
信
じ
さ
せ
る
他
の
尊
敬
す
べ
き
証
言
も
あ
っ
た
。
上
告
人
は
、
明
ら
か
に
有
害

な
条
件
を
作
り
出
す
も
の
を
改
良
し
よ
う
と
し
て
、
数
千
ド
ル
を
費
し
た
と
い
う
こ
と
を
示
す
証
言
が
あ
る
。
ま
た
、
ノ
ー
ス
ウ
エ
ス

ト
に
お
い
て
も
最
新
式
で
清
潔
で
、
現
代
風
の
工
場
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
示
す
証
言
が
あ
る
。
ま
た
他
の
反
対
の
証
言
も
あ
る
。

事
実
審
の
判
旨
１
差
止
命
令
は
、
被
告
Ｙ
の
製
材
所
の
操
業
を
禁
じ
、
閉
鎖
さ
せ
る
の
で
否
認
す
る
。
原
告
Ｘ
は
、
一
○
○
○

ド
ル
の
額
の
損
害
賠
償
を
認
容
さ
れ
る
。

そ
こ
で
、
上
告
さ
れ
た
。
上
告
人
Ｙ
、
被
上
告
人
Ｘ
・
上
告
人
Ｙ
の
上
訴
理
由
は
、
一
○
○
○
ド
ル
の
損
害
賠
償
に
関
す
る
。
Ｙ

は
出
来
る
限
り
の
最
新
式
の
装
置
を
取
り
付
け
て
来
た
し
、
被
上
告
人
等
は
Ｙ
の
工
場
の
操
業
か
ら
い
か
な
る
実
質
的
な
損
害
も

被
ら
な
か
っ
た
、
と
主
張
し
た
。
ま
た
被
上
告
人
Ｘ
は
、
財
産
の
減
価
と
使
用
・
亨
有
を
奪
わ
れ
、
ま
た
「
煙
に
よ
る
ニ
ュ
ー
サ
ン

ス
」
の
対
策
の
出
費
に
よ
り
、
実
質
的
で
永
久
的
な
損
害
を
被
っ
て
お
り
、
ま
た
市
の
条
例
の
条
件
を
遵
守
す
る
こ
と
を
Ｙ
に
強
要

す
る
差
止
命
令
の
権
利
が
あ
る
と
主
張
し
た
。

【
判
旨
】
上
告
棄
却
。
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こ
の
よ
う
な
産
巣
は
存
級
を
許
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
｡
し
か
し
-…
･彼
等
が
扱
害
を
引
き
お
こ
し
た
場
合
に
は
'
彼
等
は
観

客
を
膿
償
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
｣
｡

【
コ
メ
ソ
-
】

川本
件
は
過
去
の
損
害
の
賠
償
に
つ
い
て
は
認
容
さ
れ
'
差
止
命
令
に
関
し
て
は
否
認
さ
れ
た
事
例
で
あ
る
｡

脚本
判
決
の
結
論
を
導
く
に
あ
た
っ
て
考
慮
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
事
情
と
し
て
は
'
次
の
よ
う
な
も
の
が
挙
げ
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
｡

⑳
煙
に
よ
る
ニ
ュ
ー
サ
ン
ス
を
引
き
お
こ
し
て
い
る
製
材
所
が
重
要
で
価
値
あ
る
兼
務
で
あ
る
こ
と
｡
㊥
工
場
は
現
代
風
で
あ
り
'

良
く
建
設
さ
れ
'
す
べ
て
の
既
知
の
防
止
手
段
が
と
ら
れ
て
い
る
こ
と

｡
0
侵
害
の
度
合
は
時
た
ま
僅
か
に
悩
ま
す
程
度
で
'
そ
れ

以
外
･
い
か
な
る
知
覚
し
う
る
粗
も
放
出
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
｡
㊤
被
害
防
止
の
た
め
多
額
の
費
用
を
出
費
し
て
来
た
こ
と
｡
⑳
可

能
な
限
り
'
被
害
の
減
少
を
な
し
て
来
た
こ
と
｡

糊
本

件
は

R
id
gcfie
td
L
um
b

er
Co･串
件

(t
at
W
a
sh
･
)
83
,
2
2
9
P
･
306,3
0
7
,
3
0
8
,
3
7
A
･L
･R
･6
8
3)
で
述
べ
ら

れ
た
法
理
に
従

っ
て
い
る
.
こ
の
事
件
は

｢
風
が
吹
き
つ
け
て
-
る
と
き
は
'
煙
'
お
が
屑
'
燃
え
さ
し

(e
tn
b
er
s)
'
煤
'
等
々

が
慮
告
の
所
に
放
出
さ
れ
､
実
質
的
な
親
書
を
与
え
て
い
る
｣
と
い
う
串
寅
で
あ
る
0

判
旨
-

｢
差
止
命
令
は
'
虫

害

膳

憶
の
結

果
と
し
て
必
然
的
に
は
起
ら
な
い
｡
本
件
で
は
上
告
人
の
財
産
は
比
較
的
に
価
値
が
小
さ
く
､
重
要
で
も
な
い
｡
被
上
告
人
の
財
産

は
'
大
き
な
価
値
を
有
す
る
｡
も
し
我
々
が
ど
の
よ
う
な
場
合
で
も
､
被
上
告
人
は
'
お
か
屑
､
蛭
､
燃
え
が
ら
を
上
告
人
の
財
産

上
に
放
出
し
て
ほ
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
を
判
決
す
る
な
ら
ば
'
そ
の
工
場
は
永
久
に
閉
鎖
さ
れ
る
だ
ろ
う
｡
こ
の
よ
う
な
結
果
は

出

来
る
だ
け
回
避
さ
る
べ
き
で
あ
る
｡
製
材
業
は

W
es
tem

W
ash
in
gt
m

の
最
も
重
要
な
産
菜
で
あ
り
'
そ
れ
を
不
必
要
に
干

渉
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
｣

｡

帝
叫)

【

-
】

C
an
fie
td
v
,
Q
ua
y
t

e.
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【
事
実
】
原
告
は
、
恩
鳥
目
の
Ｈ
村
の
グ
リ
ー
ン
通
り
（
○
門
の
ロ
の
可
の
①
｛
）
に
あ
る
不
動
産
の
所
有
者
で
あ
り
、
同
時
に
占
有
者

で
あ
る
。
そ
の
グ
リ
ー
ン
通
り
は
閑
佇
Ｈ
嵐
日
日
の
村
で
は
業
務
地
区
と
し
て
指
定
さ
れ
て
来
た
範
囲
内
に
あ
る
（
グ
リ
ー
ン
通
り

の
原
告
側
の
東
隣
り
は
給
油
所
、
西
隣
り
は
濡
鳥
］
曰
の
Ｈ
固
く
の
口
冒
胆
員
掃
］
の
円
凹
日
、
不
動
産
代
理
商
、
ア
パ
ー
ト
、
○
の
具
日
］

ｚ
の
言
『
・
烏
勺
・
雪
の
Ｈ
Ｏ
Ｃ
８
．
国
薄
目
と
並
ん
で
お
り
、
原
告
の
反
対
側
は
被
告
、
そ
の
東
隣
り
は
市
役
所
、
教
会
、
西
隣
り
は

司
尉
【
量
目
８
ｍ
｝
団
自
丙
と
並
ん
で
い
る
）
。
こ
の
通
り
の
補
装
さ
れ
た
幅
は
四
四
フ
ィ
ー
ト
あ
る
。
原
告
は
そ
こ
で
、
儒
冒
日
の
円

郡
や
こ
の
村
で
一
流
の
か
つ
最
も
繁
盛
し
て
い
る
内
科
、
外
科
の
医
院
を
開
業
し
て
い
る
。
約
三
○
年
間
、
現
在
の
場
所
で
家
屋

を
所
有
し
、
そ
こ
を
医
院
兼
居
住
所
と
し
て
使
用
し
て
来
て
い
る
。
彼
は
、
購
入
時
や
そ
の
後
、
修
繕
等
の
た
め
に
か
な
り
の
出
費

を
な
し
て
来
て
お
り
、
ま
た
位
置
的
に
も
医
院
営
業
に
適
し
て
い
た
。
被
告
は
、
原
告
と
通
り
を
へ
だ
て
て
、
傾
向
い
に
あ
る
た
て

九
○
フ
ィ
ー
ト
、
よ
｝
」
四
五
フ
ィ
ー
ト
の
二
階
建
煉
瓦
造
り
の
建
物
の
借
家
人
で
あ
り
、
被
告
等
は
そ
こ
で
ボ
ー
リ
ン
グ
競
技
場
を

経
営
し
て
い
る
。
そ
の
建
物
は
前
の
所
有
者
に
よ
っ
て
も
地
下
室
を
ボ
ー
リ
ン
グ
競
技
場
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
た
が
被
告
等
は

月
ぎ
め
一
○
○
ド
ル
で
、
一
九
三
七
年
九
月
一
日
か
ら
向
う
五
年
間
の
借
家
契
約
を
締
結
し
、
二
階
に
四
つ
の
ボ
ー
リ
ン
グ
競
技
台

を
設
置
し
た
。
原
告
は
、
ボ
ー
リ
ン
グ
場
内
か
ら
の
騒
音
や
、
朝
早
く
同
競
技
場
を
離
れ
る
際
の
参
加
者
の
話
し
声
や
笑
い
声
な
ど

で
妨
害
さ
れ
た
こ
と
を
理
由
に
、
被
告
は
以
前
か
ら
ボ
ー
リ
ン
グ
場
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
た
地
下
室
以
外
を
ボ
ー
リ
ン
グ
場
と
し

て
使
用
し
て
は
な
ら
ず
、
ま
た
日
曜
日
や
早
朝
あ
る
い
は
夜
の
合
理
的
な
時
間
に
は
該
ボ
ー
リ
ン
グ
場
を
使
用
し
て
は
な
ら
な
い
旨

の
差
止
命
令
を
請
求
し
た
。

【
判
旨
】
控
訴
棄
却
。

⑪
「
近
隣
の
一
般
的
性
》

一
般
的
性
格
や
直
接
の
地
域
性
が
営
業
地
域
に
指
定
さ
れ
て
い
る
か
、
あ
る
い
は
居
住
地
域
に
指
定
さ
れ
て
い
る
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か
ど
う
か
は
、
そ
こ
で
の
特
定
の
財
産
の
使
用
が
ニ
ュ
ー
サ
ン
ス
を
構
成
す
る
か
ど
う
か
の
み
で
な
く
、
請
求
さ
れ
て
い
る
救
済
を

衡
平
法
が
拒
絶
す
る
か
あ
る
い
は
許
容
す
る
か
を
決
定
す
る
際
に
も
考
慮
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
」
。
「
ボ
ー
リ
ン
グ
競
技
が
何
ら
か
の

騒
音
を
立
て
る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
四
つ
の
競
技
台
が
た
え
ず
使
用
さ
れ
て
い
る
時
に
は
、
そ
の
競
技
に
伴
う
騒
音
の
発
生
は
明

ら
か
だ
ろ
う
。
し
か
し
問
題
と
な
っ
て
い
る
競
技
台
で
は
、
大
部
分
の
騒
音
は
道
路
か
ら
離
れ
た
そ
の
建
物
の
後
部
で
起
っ
て
い

る
。
…
ま
た
、
試
合
に
勝
利
し
た
場
合
は
建
物
を
離
れ
な
が
ら
彼
ら
の
勝
利
に
つ
い
て
話
す
こ
と
が
予
期
さ
れ
る
し
、
ま
た
自
動

車
や
徒
歩
で
家
に
向
っ
て
街
路
沿
い
に
通
っ
て
い
る
と
き
に
も
同
様
で
あ
る
」
。
し
か
し
、
こ
の
法
廷
が
こ
の
種
の
行
為
を
規
制
す

る
権
限
を
持
っ
て
い
る
か
ど
う
か
は
疑
わ
し
い
。

②
「
こ
の
趣
の
訴
訟
で
考
慮
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
重
要
な
事
実
は
、
被
告
は
、
彼
ら
の
営
業
に
か
な
り
の
投
資
を
す
で
に
な

し
て
お
り
、
向
う
四
年
間
月
額
一
○
○
ド
ル
の
書
面
に
よ
る
賃
貸
借
の
責
任
を
負
っ
て
い
る
と
い
う
疑
い
の
な
い
証
拠
で
あ
る
」
。

こ
の
ボ
ー
リ
ン
グ
競
技
場
の
た
め
に
被
告
は
二
四
○
○
ド
ル
の
出
費
を
し
た
と
い
う
こ
と
が
確
定
さ
れ
た
。
「
ニ
ュ
ー
サ
ン
ス
に

な
る
あ
ら
ゆ
る
事
件
で
差
止
命
令
が
必
然
的
に
発
給
さ
れ
る
と
は
限
ら
な
い
。
各
当
事
者
の
衡
平
が
考
慮
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
。
…
・
・
ま
た
申
し
立
て
ら
れ
た
営
業
が
本
件
と
同
じ
よ
う
に
、
合
法
的
で
あ
る
時
に
は
、
基
本
的
問
題
は
、
相
対
的
権
利
の
問

③
「
被
告
の
営
業
か
ら
、
原
告
に
被
ら
さ
れ
た
迷
惑
や
不
安
楽
は
比
較
的
に
僅
か
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
一
九
三
八
年
の
春
に
、

大
き
な
窓
を
覆
う
○
の
百
①
洪
の
設
備
以
来
、
ボ
ー
リ
ン
グ
競
技
か
ら
起
る
騒
音
は
、
明
ら
か
に
減
少
し
た
と
い
う
こ
と
が
証
拠
に

よ
り
示
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
僅
か
な
不
便
し
か
与
え
て
い
な
い
場
合
に
は
、
当
衡
平
法
裁
判
所
は
、
差
止
命
令
を
発
給
す
る
権
限

は
な
い
。
被
告
等
は
同
家
屋
を
不
合
理
に
使
用
し
て
来
た
し
、
ま
た
現
在
も
同
様
で
あ
り
、
原
告
に
重
大
で
実
質
的
な
損
害
を
為
し

題
で
あ
る
」
。

〆
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つ
つ
あ
る
と
い
う
証
拠
は
欠
け
て
お
り
、
本
法
廷
は
判
決
中
で
被
告
ら
は
、
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
・
ニ
ュ
ー
サ
ン
ス
を
維
持
し
つ
つ
あ
る

と
い
う
こ
と
を
認
定
し
な
い
。
彼
ら
が
賃
借
し
て
い
る
財
産
の
使
用
は
す
べ
て
の
環
境
に
照
ら
し
て
合
理
的
で
あ
る
」
。

【
コ
メ
ン
ト
】
⑩
本
件
は
、
差
止
命
令
を
拒
絶
し
た
事
例
で
あ
る
。

②
本
件
の
結
論
を
導
く
に
あ
た
っ
て
考
慮
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
事
情
と
し
て
は
、
次
の
よ
う
な
も
の
が
挙
げ
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
①

地
域
性
が
考
慮
さ
れ
て
い
る
。
、
被
告
は
向
う
四
年
間
、
月
額
一
○
○
ド
ル
の
賃
貸
借
契
約
を
締
結
し
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
ボ
ー

リ
ン
グ
競
技
場
の
た
め
に
一
一
四
○
○
ド
ル
の
出
費
を
し
た
。
⑤
そ
れ
に
比
べ
原
告
に
被
ら
さ
れ
た
迷
惑
や
不
安
楽
は
比
較
的
に
小
さ

い
（
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
・
ニ
ュ
ー
サ
ン
ス
を
構
成
し
な
い
程
度
で
あ
る
）
。

射
）

【
９
】
□
の
『
の
Ｈ
の
ｐ
Ｈ
ぐ
・
ｏ
Ｂ
ｐ
９
‐
シ
日
の
國
日
ロ
⑪
百
日
目
○
○
円
で
Ｏ
Ｂ
毬
・
ロ
・

【
事
実
】
一
九
四
七
年
の
初
め
に
、
被
告
は
、
レ
ク
シ
ン
ト
ン
街
Ｐ
の
メ
ヨ
、
８
口
湧
く
８
口
の
）
に
面
し
て
一
○
フ
ィ
ー
ト
、
八

一
番
街
に
面
し
て
七
○
フ
ィ
ー
ト
の
間
口
を
有
す
る
建
物
を
購
入
し
た
。
図
面
に
よ
れ
ば
、
そ
の
建
物
は
四
階
建
て
、
地
階
を
有
す

る
約
九
五
フ
ィ
ー
ト
×
五
○
フ
ィ
ー
ト
の
煉
瓦
建
で
あ
る
。
建
物
は
レ
ク
シ
ン
ト
ン
街
と
八
一
番
街
に
隣
接
し
て
い
る
が
、
敷
地
の

北
側
で
も
東
側
で
も
境
界
を
は
み
出
し
て
い
な
い
。
そ
の
東
側
の
壁
と
東
側
に
あ
る
土
地
の
西
側
の
境
界
線
の
間
は
約
一
二
フ
ィ
ー

ト
の
空
間
が
あ
り
、
北
側
の
壁
と
北
側
に
あ
る
土
地
の
南
側
の
境
界
線
の
間
に
は
約
八
フ
ィ
ー
ト
の
空
間
が
あ
る
。
被
告
の
購
入

前
、
約
六
○
年
間
そ
の
建
物
は
修
道
院
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
た
。
レ
ク
シ
ン
ト
ン
街
は
、
こ
の
地
点
で
は
、
本
来
、
商
業
的
性

質
を
有
し
、
八
一
番
街
は
、
も
と
も
と
居
住
に
適
し
た
性
質
の
通
り
で
あ
る
。
そ
し
て
、
い
く
つ
か
の
商
店
が
、
そ
の
街
路
の
交
差

点
、
あ
る
い
は
、
そ
の
近
く
で
八
一
番
街
に
面
し
て
い
る
。
財
産
に
影
響
を
お
よ
ぼ
す
よ
う
な
不
作
為
約
款
は
存
在
し
な
い
。
レ
ク

シ
ン
ト
ン
街
は
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
の
地
帯
制
決
議
（
Ｎ
Ｃ
づ
ご
、
宛
の
の
。
］
貝
】
Ｃ
ョ
。
【
言
の
ロ
ゴ
・
用
こ
の
言
Ｋ
Ｃ
烏
）
の
下
で
は
、
葬
儀
屋
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営
業
が
許
さ
れ
る
兼
務
地
帯
と
し
て
指
定
さ
れ
て
い
る
｡

改
造
工
事
は
'
完
成
間
近
い
が
､
営
業
は
未
だ
始
め
ら
れ
て
な
か
っ
た
｡度

合
等
ほ
'
家
屋
所
有
者
あ
る
い
は
'
倍
他
人

(te
n
a
n
t)
で
あ

っ
て
､
彼
等
の
多
く
は
'
レ
ク
シ
ン
ト
ン
街
と
墾

二
番
街
E
･間
の
八

一
番
街
に
住
ん
で
い
た
｡
原
告
等
は
'
企
図
さ
れ
た
葬
儀
屋
の
操
業
が
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト

･
ニ
ュ
ー
サ
ン
ス
に
な
る
と
い
う
理
由
で
'

改
造
工
事
を
続
け
る
こ
と
'
お
よ
び
､
葬
儀
屋
を
営
業
す
る
こ
と
を
禁
ず
る
永
久
的
差
止
命
令
を
請
求
し
た
｡

【
判
旨
】

棄
却
｡

た
し
か
に
'
葬
儀
屋
が
あ
る
だ
け
で
'
多
-
の
人
々
を
う

っ
と
う
し
い
気
分
に
し
た
り
､
葬
儀
屋
営
巣
所
が
､
居
住
用
財
産
所
有

者
に
と
っ
て
'
不
利
益
と
考
え
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
は
あ
り
う
る
｡
け
れ
ど
も
'
こ
の
よ
う
な
考
慮
は
､
十
分
に
差
止
命
令
を
保
証

す
る
も
の
で
は
な
い
｡
制
定
法
に
よ
り
禁
ぜ
ら
れ
て
な
い
営
業
行
為
を
禁
止
す
る
た
め
に
は
'
隣
接
財
産
所
有
者
の
不
便
は
'
寝
微

で
あ

っ
て
も
､
仮
想
的
で
あ

っ
て
も
な
ら
な
い
L
t
実
質
的
か
つ
確
定
的
で
あ
り
'
そ
し
て
へ
通
常
の
合
理
的
人
間
の
肉
体
的
安
楽

を
扱
う
も
の
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
｡
し
た
が

っ
て
'
被
告
が
'
葬
儀
屋
営
巣
を
行
え
ば
'
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト

･
ニ
ユ
サ
ン
ス
に
な
る

と
は
､
未
だ
確
定
さ
れ
な
い
｡

次
の
二
つ
の
要
素
が
'
証
言
を
考
慮
し
'
ま
た
均
衡
を
考
盈
す
る
際
に
､
留
意
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
｡
節

一
に
'
被
告
に
よ

る
訴
敵
提
起
の
慣
怠

Oaches)
の
問
題
で
あ
る
'
被
告
の
土
地
購
入
と
'
そ
こ
で
葬

儀

屋
を
計

画
し
て
い
る
旨
の
記
事
が
'

1

九
四
七
年
四
月
四
日
と

二
二
日
に
'
二
つ
の
新

聞
に
報

道
さ
れ
て
お
り
'
少
な
く
と
も
原
告
等
の

一
人
ぐ
ら
い
は
､
そ
の
記

事
の

一
つ
は
読
ん
だ
で
あ
ろ
う
O
被
告
は
'

一
九
四
八
年
八
月
に
､
市
の
住
宅
建
設
部
か
ら
葬
儀
屋
へ
の
改
造
計
画
が
最
終
的
に
承
認
さ

れ
'
そ
の
直
後
'
同
工
事
に
着
手
し
た
｡
し
か
し
'

一
九
四
八
年
十
月

一
五
日
の
訴
訟
提
起
ま
で
､
原
告
等
の
誰
か
ら
も
'
抗
議
は

な
か
っ
た
｡
も
ち
ろ
ん
'
そ
の
時
ま
で
に
'
被
告
は
'
購
入
お
よ
び
改
造
の
た
め
に
'
相
当
の
金
額
を
致
し
た
｡
欝
二
に
t
よ
り
重
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国
）

【
、
】
の
庁
・
『
旨
の
芹
四
一
・
ぐ
・
○
の
日
日
］
国
亘
Ｃ
日
用
の
目
の
『
ご
ｍ
ｏ
ｐ

【
事
実
】
被
告
Ｙ
は
、
テ
キ
サ
ス
州
、
タ
ィ
ラ
ー
（
弓
邑
の
ユ
の
近
く
の
原
告
の
土
地
付
近
で
、
油
脂
特
製
工
場
を
操
業
し
て
い

る
。
こ
の
工
場
の
設
置
さ
れ
た
場
所
は
、
過
去
五
’
一
○
年
の
間
、
工
場
地
域
と
し
て
発
展
を
続
け
て
来
た
地
域
で
あ
る
。
こ
の
地

域
は
、
一
九
四
四
年
に
、
Ｙ
の
工
場
が
建
設
さ
れ
た
当
時
は
、
同
工
場
に
と
り
不
可
欠
な
高
圧
電
源
、
豊
富
な
水
、
十
分
な
ガ
ス

の
供
給
が
確
保
さ
れ
う
る
唯
一
の
場
所
で
あ
っ
た
。
同
工
場
の
建
設
当
時
、
こ
の
付
近
に
は
、
屠
殺
場
、
馬
小
屋
、
養
豚
場
、
搾
乳

場
、
家
畜
病
院
、
そ
の
他
の
商
業
用
建
物
（
８
日
日
の
月
旦
の
⑭
国
昌
呂
白
の
。
厄
が
あ
っ
た
。
そ
の
工
場
か
ら
の
被
害
の
程
度
は
、

が
提
起
さ
れ
た
こ
と
。

要
な
考
慮
は
、
本
訴
訟
が
善
意
命
。
。
□
酋
昏
）
に
提
起
さ
れ
た
か
否
か
に
つ
き
生
じ
た
疑
惑
で
あ
る
。
た
と
え
、
競
争
相
手
の
葬

儀
屋
に
よ
り
指
図
さ
れ
た
り
、
援
助
さ
れ
た
り
し
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
扇
動
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
は
、
次
の
諸
点
か
ら
推
断
し
う

る
。
す
な
わ
ち
、
原
告
等
の
中
の
誰
も
、
本
訴
訟
の
費
用
を
全
く
負
担
し
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
、
本
訴
訟
が
始
め
ら
れ
た
時
に
も

た
れ
た
原
告
等
の
会
合
に
競
争
会
社
の
専
任
弁
護
士
が
出
席
し
た
こ
と
、
原
告
の
弁
護
士
は
本
件
に
お
け
る
報
酬
を
受
け
て
な
い
し

ま
た
そ
の
契
約
も
し
な
か
っ
た
こ
と
、
等
で
あ
る
。

以
上
の
諸
理
由
に
よ
り
、
差
止
命
令
は
、
否
定
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

【
コ
メ
ン
ト
】
の
本
件
は
、
禁
止
的
予
防
的
差
止
命
令
の
否
認
さ
れ
た
事
例
で
あ
る
。

②
本
件
の
結
論
を
導
く
に
あ
た
っ
て
考
慮
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
諸
事
情
と
し
て
、
次
の
よ
う
な
も
の
が
挙
げ
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
①

損
害
が
実
質
的
で
、
か
つ
確
定
的
で
な
い
こ
と
。
す
な
わ
ち
、
将
来
の
損
害
防
止
の
た
め
の
差
止
命
令
の
請
求
で
あ
る
か
ら
、
将
来

そ
の
よ
う
な
こ
と
の
起
る
蓋
然
性
が
な
い
こ
と
を
意
味
す
る
。
⑥
訴
訟
提
起
の
遅
延
性
。
⑧
被
告
の
競
争
会
社
の
扇
動
に
よ
り
訴
訟
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蝿
'
不
快
な
臭
気
が
'
風
が
そ
の
方
向
か
ら
吹

い
て
い
る
時
に
発
生
す
る
程
度
で
あ
り
始
終
被
害
が
あ

っ
た
訳
で
は
な
い
｡
原
告
x

等
は
'
同
工
場
の
近
く
の
家
屋
所
有
者
で
あ

っ
た
が
'
被
告
Y
の
工
場
か
ら
の
不
快
な
臭
気
が
彼
等
の
家
屋
の
安
楽
を
実
質
的
に
侵

害
す
る
と
し
て
差
止
命
令
を
訴
求
し
た
O

第
一
審
'
ス
ミ
ス

(Sm
i昏
)
部
の
地
方
裁
判
所
は
'
原
告
勝
訴
判
決
を
し
た
｡
す
な
わ
ち
'
被
告
の
相
対
的
困
難
性
に
関
す
る

堅
呂
を
否
認
し
､
差
止
命
令
を
搭
容
し
た
.
控
訴
審
は
差
止
命
令
を
取
消
し
､
原
告
は
適
切
な
普
通
法
上
の
救
済
を
有
す
る
と
判
決

し
た
.
そ
こ
で
原
告
等
は
'
判
決
に
対
す
る
不
服
申
立

(erro
r
)

を
提
起
し
た
｡

【判
旨
】

上
告
棄
却
｡

｢
･･････同
工
場
が
移
晦
す
る
こ
と
が
出
来
た
り
'
こ
れ
ら
の
便
益

(高
圧
唱
源
'
水
'
ガ
ス
)
を
碓
侃
し
た
り
'
そ
の
設
把
に
反

対
す
る
人
々
が
住
ん
で
い
な
い
地
区
を
見
つ
け
出
す
こ
と
は
不
可
能
だ
と
い
う
こ
と
｣
を
組
定
し
た
o

｢
工
場
を
移
転
す
る
に
は
三
万
ド
ル
の
損
失
を
も
た
ら
す
だ
ろ
う
L
t
永
久
的
差
止
命
令
は
'
営
業
か
ら
被
告
を
締
め
出
し
､
被

告
の
財
産
を
破
壊
す
る
｡
そ
れ
に
反
し
'
そ
の
工
場
の
操
業
は
全
く
原
告
等
の
象
を
破
壊
し
な
い
｣
｡
‥
-
･の
み
な
ら
ず
'
財
産
は

値
上
り
す
ら
見
せ
て
い
る

(
1
0
0
0
ド
ル
の
土
地
が
二
五
〇
〇
ド
ル
に
)
｡
不

快
な
臭

気
や
帆
は
'
時
た
ま
し
か
被

害
を
彼
ら

き
な
い
｡
さ
ら
に
'
被
告
は
最
新
式
の
工
場
で
あ
り
'
被
害
防
止
に
最
新
で
最
上
の
科
学
的
慣
行
を
実
行
し
て
い
る
｡
そ
の
た
め
多

額
の
費
用
を
費
L
t

ま
た
同
工
場
の
衛
生
的
操
菜
は
'
州
保
健
省

(S
tate
D
e
pe
rtmen
t
o
f
rl
eatth)
の
基
準
に
合
致
し
て
い

る
｡
ま
た
'
ス
ミ
ス
郡
に
あ
る
か
ん
詩
工
場
'
屠
殺
場
か
ら
の
廃
物
や
動
物
の
死
が
い
'
残
物
を
処
理
す
る
た
め
同
工
場
は
必
要
で

あ
り
､
さ
ら
に
同
工
場
は
同
部
に
あ
る
唯

一
の
油
脂
精
製
工
場
で
あ
り
'
七
五
〇
〇
人
に
奉
仕
し
て
い
る
｣
｡

｢営
業
は
有
用
あ
る
い
は
必
要
な
も
の
で
あ
る
と
い
う
串
実
'
あ
る
い
は
地
域
社
会
の
繁
栄
に
貢
献
す
る
と
い
う
印
実
は
決
定
的
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州
議
会
が
、
不
動
産
あ
る
い
は
動
産
に
対
す
る
侵
害
の
差
止
命
令
を
規
定
す
る
制
定
法
を
定
め
る
場
合
の
趣
旨
は
次
の
よ
う
な
も

の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
普
通
法
上
の
救
済
を
顧
慮
せ
ず
に
、
単
に
訴
訟
当
事
者
の
た
め
に
救
済
の
選
択
を
規
定
し
よ
う
と
し
て
い
る

の
で
も
な
く
、
ま
た
普
通
法
と
衡
平
法
問
の
区
別
を
廃
止
し
よ
う
と
し
た
り
す
る
も
の
で
も
な
く
、
普
通
法
上
、
明
確
で
十
分
で
適

切
な
救
済
が
な
い
損
害
を
填
補
す
る
よ
う
な
救
済
を
規
定
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

あ
る
場
合
に
は
発
給
さ
れ
る
。

「
ｏ
Ｃ
Ｂ
Ｃ
ｍ
日
冒
の
且
日
己
あ
る
い
は
均
衡
的
衡
平
に
よ
れ
ば
、
も
し
令
状
（
弓
『
己
が
否
認
さ
れ
る
な
ら
ば
、
原
告
に
被
ら

さ
れ
る
損
害
と
同
様
に
、
差
止
命
令
を
許
容
す
る
こ
と
に
よ
り
被
告
や
公
衆
に
も
た
ら
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
損
害
を
裁
判
所
は
考
慮
す

る
で
あ
ろ
う
。
も
し
、
原
告
に
対
す
る
損
害
は
、
ニ
ュ
ー
サ
ン
ス
を
禁
ず
る
こ
と
か
ら
被
告
や
公
衆
に
も
た
ら
さ
れ
る
損
害
に
比
較

し
て
僅
少
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
裁
判
所
が
認
定
す
る
な
ら
ば
、
救
済
は
通
常
否
定
さ
れ
る
だ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
そ
の
企
業
の
必

要
性
の
い
か
ん
に
よ
っ
て
は
、
こ
の
法
理
の
下
で
も
ニ
ュ
ー
サ
ン
ス
は
差
止
め
ら
れ
な
い
。

他
方
、
差
止
命
令
は
、
被
告
や
公
衆
に
と
り
損
害
が
僅
か
で
あ
る
か
、
あ
る
い
は
原
告
に
被
ら
さ
れ
た
損
害
に
比
べ
て
不
釣
合
で

平
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

で
は
な
い
が
、
高
価
な
工
場
が
建
設
さ
れ
、
有
用
な
企
業
の
経
営
に
際
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
時
に
は
、
隣
接
す
る
財
産
所
有
者

は
、
そ
の
よ
う
な
営
業
が
ひ
き
お
こ
す
す
べ
て
の
些
細
な
迷
惑
の
た
め
訴
訟
を
維
持
す
る
こ
と
を
許
さ
な
い
。
他
方
、
法
は
人
が
彼

の
家
か
ら
追
い
立
て
ら
れ
る
こ
と
を
許
さ
ず
、
た
と
え
危
険
あ
る
い
は
不
快
が
適
法
で
有
用
な
営
業
に
よ
り
ひ
き
お
こ
さ
れ
た
と
し

て
も
、
実
質
的
な
危
険
や
不
快
の
中
で
生
活
す
る
こ
と
を
強
要
し
な
い
」
。
し
か
し
、
ニ
ュ
ー
サ
ン
ス
と
認
定
さ
れ
れ
ば
、
権
利
の

問
題
と
し
て
差
止
命
令
を
請
求
し
う
る
も
の
で
は
な
い
。
差
止
命
令
が
許
容
さ
れ
る
か
ど
う
か
を
決
定
す
る
た
め
に
峰
均
衡
的
衡
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【
コ
メ
ン
ト
】
Ⅲ
本
件
は
、
禁
止
的
差
止
命
令
の
否
認
さ
れ
た
耶
例
で
あ
る
。

③
本
件
の
結
論
を
導
く
に
あ
た
っ
て
考
慮
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
諸
事
情
と
し
て
、
次
の
よ
う
な
も
の
が
挙
げ
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
ｃ

ｊ錐
①
原
告
の
被
害
が
軽
微
で
あ
る
｝
）
と
。
、
同
工
場
は
、
そ
の
郡
で
唯
一
の
油
脂
精
製
工
場
で
あ
り
、
そ
の
郡
に
あ
る
か
ん
詰
会
社
に

一
睡

次
と
っ
て
も
、
ま
た
そ
の
郡
の
住
民
に
と
っ
て
も
必
要
な
も
の
で
あ
り
、
大
き
な
利
益
を
有
す
る
こ
と
。
そ
れ
に
比
べ
て
、
原
告
の
損

安く今
害
が
少
い
こ
と
。
Ｏ
現
在
の
位
置
は
、
電
力
、
水
、
ガ
ス
の
一
一
一
つ
の
必
須
物
を
得
る
〉
」
と
の
出
来
る
唯
一
の
場
所
で
あ
る
こ
と
。

腕
ｅ
さ
ら
に
、
同
工
場
は
扱
新
で
妓
上
の
科
学
的
慣
行
を
用
い
て
い
る
こ
と
・
こ
れ
ら
の
た
め
に
多
額
の
批
用
を
費
し
て
来
た
こ
と
・

差甦
①
普
通
法
に
よ
る
救
済
の
適
切
性
。

一
以
上
十
個
の
判
例
の
分
析
に
よ
り
、
二
つ
の
類
型
が
存
す
る
こ
と
が
わ
か
る
。
一
は
侵
害
行
為
の
継
続
性
に
着
眼
し
、
普
通

法
上
の
救
済
が
不
適
切
で
あ
る
こ
と
を
判
断
基
準
と
す
る
も
の
（
〔
１
〕
、
〔
２
〕
）
、
他
は
、
宮
］
四
コ
９
．
困
曽
の
ｇ
ａ
ｍ
宮
ロ
、
を

含
め
そ
の
歌
件
の
一
切
の
率
情
の
比
較
考
慮
に
よ
り
１
９
一
目
ｎ
百
ｍ
言
の
の
目
言
の
、
－
差
止
命
令
の
許
否
を
決
定
し
よ
う
と
す
る

も
の
（
〔
３
〕
ｌ
〔
Ⅷ
〕
）
で
あ
る
。

二
継
続
性
を
基
準
と
す
る
も
の
。
Ｔ
〕
の
事
件
は
、
川
の
汚
染
を
禁
ず
る
差
止
命
令
が
認
め
ら
れ
、
そ
の
結
果
、
そ
の
会
社

は一九一三年に閉鎖さ怨墳冨一：回“・｛ご］ロゴ⑪、を適用しない理由として、経済的弱者を圧迫するということ
を
挙
げ
て
い
る
が
、
必
ず
し
も
そ
れ
が
妥
当
で
あ
る
と
は
限
ら
な
い
こ
と
は
〔
１
〕
の
〔
コ
メ
ン
ト
〕
で
指
摘
し
た
。
判
例
〔
２
〕

も
原
則
と
し
て
裁
判
官
の
自
由
裁
量
を
認
め
な
が
ら
被
告
の
行
為
が
そ
れ
自
身
不
法
行
為
で
あ
り
、
原
告
が
「
繰
返
し
訴
訟
」
に
よ

第
二
節
要
約
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刀
っ
て
の
み
救
済
さ
れ
う
る
場
台
に
は
、
普
通
法
上
の
救
済
は
不
適
切
で
あ
り
差
止
命
令
は
権
利
の
問
題
と
な
る
と
す
る
。
そ
の
よ
う

⑩
被
害
の
程
度
・
法
益
の
性
質
・
地
域
性
。

被
害
の
程
度
Ⅱ
被
害
の
程
度
が
軽
微
な
ら
ば
、
差
止
命
令
は
拒
絶
さ
れ
る
傾
向
が
あ
る
（
Ｔ
〕
、
〔
６
〕
、
〔
７
〕
、
〔
８
〕
、

〔
９
〕
、
〔
、
〕
）
。
例
え
ば
、
判
例
〔
６
〕
（
塵
挨
）
以
外
は
差
止
命
令
が
拒
絶
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
反
し
、
被
害
の
程
度
が

（
町
）

重
く
、
期
間
が
将
来
に
わ
た
っ
て
継
続
す
る
場
合
は
、
差
止
命
令
の
方
に
導
か
れ
や
す
い
（
〔
１
〕
、
〔
６
〕
は
、
い
ず
れ
も
差
止

命
令
が
許
容
さ
れ
て
い
る
）
。
こ
の
要
素
は
、
い
で
述
べ
る
「
差
止
め
た
場
合
加
害
者
の
受
け
る
損
害
と
拒
絶
さ
れ
た
場
合
に
受
け

（
班
）

る
被
害
者
そ
の
他
の
損
害
と
の
比
較
」
に
関
連
す
る
。

法
益
の
性
質
Ⅱ
人
の
生
命
・
身
体
・
健
康
に
対
す
る
侵
害
の
場
合
で
あ
っ
て
も
、
他
の
要
素
を
考
慮
す
る
こ
と
な
く
差
止
め
ら
れ

三
そ
こ
で
多
く
の
動
揺
と
混
乱
の
す
え
到
達
し
た
の
が
均
衡
的
衡
平
の
法
理
（
ｇ
」
：
。
旨
い
。
開
昏
の
①
。
巨
三
の
⑩
）
で
あ
る
。

差
止
命
令
の
許
否
を
決
定
す
る
に
際
し
て
は
、
そ
の
事
件
に
関
す
る
あ
ら
ゆ
る
事
情
を
比
較
考
慮
し
て
こ
れ
を
為
す
と
す
る
も
の
で

あ
る
。
そ
の
事
件
に
関
す
る
あ
ら
ゆ
る
事
情
（
要
素
）
を
考
慮
す
る
と
言
っ
て
も
、
そ
れ
ら
は
い
く
つ
か
の
類
型
に
分
け
ら
れ
る

だ
け
か
ら
は
、
不
十
分
に
，

概
略
的
に
説
明
を
加
え
る
。

な
基
準
に
よ
り
、
差
止
命
令
が
発
せ
ら
れ
る
な
ら
ば
、
結
果
と
し
て
一
般
の
私
的
営
業
活
動
は
も
と
よ
り
、
場
合
に
よ
っ
て
は
、
公

共
的
利
益
や
社
会
的
利
益
を
有
す
る
営
業
活
動
で
さ
え
禁
止
せ
ざ
る
を
え
な
い
。

し
、
そ
の
事
情
（
要
素
）
に
も
軽
重
が
あ
る
。
具
体
的
事
件
で
、
各
事
情
が
ど
の
程
度
、
考
慰
さ
れ
た
か
と
い
う
こ
と
は
、
判
決
文

（
妬
）

だ
け
か
ら
は
、
不
十
分
に
し
か
読
み
取
れ
な
い
。
本
稿
で
は
、
リ
ス
テ
ー
ト
メ
ン
ト
や
学
説
を
参
考
に
し
な
が
ら
こ
の
点
に
つ
い
て
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る
訳
で
は
な
い
｡
W
y
tie
v
.
S
.o
n
e

朝
鮮に
お
い
て
,
下
水
処
空

爆
が
隣
警

る
雷

の
土
地
に
排
水
し
,
実
質

に
牧
場
用

に
土
地
を
使
用
す
る
こ
と
を
妨
害
し
､
そ
れ
か
ら
不
快
な
臭
気
や
蚊
が
原
告
及
び
そ
の
家
族
の
住
む
家
に
入
っ
て
来
て
不
愉
快
に
し

た
場
合
に
'
ニ
ュ
ー
サ
ン
ス
に
該
当
す
る
と
判
示
し
た
｡
し
か
し
'
次
の
よ
う
な
理
由
で
同
工
場
の
操
兼
の
差
止
命
令
は
許
さ
れ
な

い
と
し
た
｡

｢本
件
の
場
合
の
よ
う
に
地
域
社
会
全
体
の
利
益
及
び
便
宜
が
､

金
銭
で
評
価
さ
れ
る
私
的

･
人
身
的
不
便
あ
る
い
は

嶺
矢
に
対
立
す
る
も
の
と
し
て
含
ま
れ
'
ま
た
土
地
の
価
格
の
値
下
が
り
tに
対
す
る
狙
害
も
身
体
的
苦
痛
に
対
す
る
損
害
も
同

一
の

訴
訟
で
臆
供
さ
れ
得
る
特
殊
な
場
合
に
は
'
損
害
庶
債
の
た
め
の
適
当
な
普
通
法
上
の
救
済
が
存
在
す
る
と
い
う
こ
と
が
出
来
る
｣
｡

〔

-
〕
の
事
例
で
は

batan
c
in
g
of
h

ardsh
ip
s
の
適
用
を
認
め
ず
に
差
止
命
令
が
許
容
さ
れ
た
が
､
こ
の
侵
害
が
住
居
に
対
す

(30
)

る
も
の
で
あ

っ
た
こ
と
も
考
慮
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
｡
〔

-〕

の
事
例
も
そ
の
土

と
を
考
慮
し
て
い
る
と
恩
は
れ
る
｡

そ
の
事
例
で

は
'
家
事
用
の
水
の
汚
染
が
禁
じ
ら
れ

(被
告
の
侵
害
防
止
に
対
す
る
保
証
が
あ

っ
た
こ
と
｡侵
害
が
重
大
だ

っ
た
こ
と
も
考
慮
さ
れ

て
い
る
)
'
さ
ら
に
夜
間
の
爆
破
が
禁
じ
ら
れ
た
こ
と
は
'
住

居
に
対
す
る
侵
害
が
考
慮
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
｡

〔-
〕
の
事
例
で

も
'
も
し
住
居
の
た
め
に
購
入
さ
れ
'
居
住
さ
れ
て
い
た
ら
差
止
命
令
は
発

給
さ
れ
た
か
も
知
れ
な
い
｡

｢居

住
の
権

利
は
生

業

(tra
de
)
の
権
利
に
優
戯
す
る
.
両
者
が
抵
触
す
る
時
に
は
､
い
つ
で
も
生
来
の
梅
利
は
根
本
の
権
利
に
従
わ
な
け
れ
ば
い
け
な
い

】甜
E

｣
と
連

邦

裁

判

所
は
判

示
し
た
こ
と
も
あ
る
o

L
か
L
t

こ
の
こ
と
は
現

在
で
は
ほ
と
ん
ど
否

定
さ
れ
て
い
る
と
言
わ
れ
て

(32
)

い
る
｡
ま
た
'

一
区
画
の
土
地
を
唯

一
無
比
な
る
も
の
と
し
て
以
来
､
土
地
の
使
用
が
非
常
に
滅

ぜ
ら
れ
た
場
合
'
差
止
命
令
を
認

(33
)

め
や
す
い
｡

地
域
性
-
地
域
性
は
'
被
害
の
韮
大
き
を
決
定
す
る
際
に
考
慮
さ
れ
る
｡
〔

-
〕
の
挙
例
で
は
'

｢当
該
地
域
で
は
僻
帝
炭
に
上

る
被
害
は

1
般
的
で
あ
る
｣
と
し
て
'
差
止
命
令
の
許
容
に
対
し
マ
イ
ナ
ス
に
作
用
し
て
い
る
O
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被
告
が
故
意
で
侵
害
行
為
を
な
し
た
な
ら
ば
、
差
止
命
令
の
許
容
か
ら
生
ず
る
被
告
の
扱
害
が
、
そ
の
拒
絶
か
ら
生
ず
る
原
告
の

損
害
を
越
え
て
い
る
場
合
で
も
鑿
止
命
令
が
発
給
さ
鞄
（
邸
〔
２
〕
）
．
し
か
し
、
通
常
、
大
企
業
を
建
設
し
よ
う
と
し
て

い
る
多
く
の
者
は
、
自
己
の
企
業
の
性
質
を
知
っ
て
お
り
、
そ
の
企
業
が
操
業
さ
れ
出
し
た
ら
伝
幡
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
有
害
物
の
種

（
羽
）

類
と
そ
の
量
と
を
予
見
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
こ
と
は
ト
レ
ス
パ
ス
ほ
ど
強
く
は
差
止
命
令
の
発
給
に
プ
ラ
ス
と
し
て
作

用
し
な
い
だ
ろ
う
。

原
告
の
訴
訟
提
起
の
遅
延
性
。
た
と
え
出
訴
制
限
法
の
期
間
内
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、

も
こ
の
こ
と
を
考
慮
し
て
差
止
命
令
が
否
認
さ
れ
た
。

大
き
な
困
難
な
く
原
告
が
有
害
な
侵
害
を
避
け
る
こ
と
が
で
き
る
場
合
に
は
、
そ
の
｝

（
弱
）

ス
に
作
用
す
る
。

（
斜
）

原
告
の
ア
ン
ク
リ
ー
ン
・
ハ
ン
ド
（
目
。
－
８
コ
旨
ゴ
ロ
）
は
差
止
命
令
の
許
容
に
対
し
マ
イ
ナ
ス
に
作
用
す
る
。
〔
３
〕
の
邪
例

の
よ
う
に
、
原
告
が
、
「
鉱
山
か
ら
の
被
害
を
受
け
る
土
地
と
知
り
な
が
ら
、
差
止
命
令
で
お
ど
す
こ
と
に
よ
り
、
法
外
な
価
格
で

そ
の
土
地
を
被
告
に
買
い
取
ら
せ
る
目
的
で
購
入
し
た
場
合
」
が
そ
れ
に
当
る
。
そ
の
事
例
で
は
差
止
命
令
が
拒
絶
さ
れ
た
・
他
人

の
扇
動
に
よ
る
訴
訟
提
起
の
牢
例
〔
９
〕
（
損
害
が
軽
微
で
あ
り
、
将
来
、
実
質
化
す
る
蓋
然
性
が
な
く
、
訴
訟
提
起
の
遅
延
性
が

あ
る
）
は
差
止
命
令
が
拒
絶
さ
れ
た
。

（
弱
）

原
告
の
訴
訟
提
起
の
遅
延
性
。
た
と
え
出
訴
制
限
法
の
期
間
内
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
差
止
命
令
が
否
認
さ
れ
る
。
事
例
〔
９
〕

（
約
）

さ
ら
に
被
告
の
被
害
防
止
の
努
力
は
、
差
止
命
令
の
拒
絶
に
プ
ラ
ス
と
し
て
作
用
す
る
だ
ろ
う
（
〔
４
〕
、
〔
５
〕
、
｛
凶

(3) (2)

被
告
側
の
事
情
。

原
告
側
の
事
情

そ
の
こ
と
は
、
差
止
命
令
の
許
容
に
対
し
マ
イ
ナ

､
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∩-
〕'
〔
10
〕｡
･･･〔-
〕
玖
外
は
い
ず
れ
も
差
止
命
令
経
絡
)
a

(sI)

川

差
止
め
た
場
合
に
被
告
そ
の
他
の
者
の
受
け
る
狙
害
と
'
拒
絶
さ
れ
た
場
合
に
原
告
の
受
け
る
観
客
I
相
対
的
困
難
性
.

不
法
行
為
が
紐
続
し
て
お
り
t
か
つ
将
来
も
継
続
す
る
お
そ
れ
が
あ
り
普
通
法
上
の
救
済
が
原
告
に
と
り
完
全
で
な
い
こ
と
が
証

明
さ
れ
た
ら
'
差
止
命
令
が
当
然
の
こ
と
と
し
て
発
給
さ
れ
る
訳
で
は
な
い
｡
究
極
的
な
正
義
は
'
も
し
差
止
命
令
が
拒
絶
さ
れ
た

な
ら
ば
'
原
告
が
被
る
で
あ
ろ
う
困
難
性
と
差
止
命
令
が
許
容
さ
れ
る
な
ら
ば
被
告
そ
の
他
が
被
る
で
あ
ろ
う
困
難
性
を
比
較
考
慮

′

43
)

す
る
こ
と
を
要
論
す

る
O

さ
ら
に
'

｢差
止
命
令
の
性
質
か
ら
み
て
'
狙
審
賠
供
が
認
め
ら
れ
る
に
す
ぎ
な
い
と
き
に
は
よ
り
よ
い

調
整
で
あ
り
う
る
も
の
は
'
も
し
差
止
命
令
が
被
告
の
土
地
か
ら
そ
の
事
有
を
奪
う
な
ら
ば
'
不
法
徴
収
(
e
x
t
o
r
t
i
o

n)
に
な
る
だ

3.Nii.也

ろ
う
｣
｡

そ
れ
が
問
題
と
な
り
う
る
状
況
は
､
侵
害
行
為
に
よ
り
原
告
に
彼
ら
さ
れ
る
損
害
が
絶
対
的
に
大
き
い
が
'
被
告
そ
の
他
に
関
す

る

(差
止
命
令
に
よ
る
)
困
難
性
に
比
較
し
て
相
対
的
に
小
さ
い
場
合

で
あ

る

(た
だ
し
､
被
告
が
収

用

権
を
有
す
る
場

合
は

(V5
)

除
か
れ
る
)
0

原
告
と
被
告
の
相
対
的
困
難
性
｡
〔

-
〕

の
串
例
が
こ
れ
に
あ
た
る
｡
そ
の
叫
例
で
は
'
被
告
は
向
こ
う
四
年
間
の
賃
借
権
を
有

し
'
さ
ら
に
二
四
〇
〇
ド
ル
の
出
費
を
し
て
い
る
｡
こ
れ
に
反
し
原
告
の
迷
惑
や
不
安
楽
は
比
較
的
に
小
さ
い
と
い
う
こ
と
を
理
由

に
差
止
命
令
が
拒
絶
さ
れ
た
｡
す
な
わ
ち
､
差
止
命
令
が
許
容
さ
れ
た
場
合
に
生
ず
る
困
難
性
は
被
告
に
対
す
る
も
の
で
あ
る
｡
さ

ら

に

〔-
〕
'

〔2
〕
も

こ
の
類

型
に
入

れ
ら

れ
る
だ
ろ
う
｡

〔-
〕
の
事

例
で
は
'

｢困
難
性
の
均
衡

(batan
cin
g
of

h
a
Td
sh
ip
s)
を
幕
認
す
れ
ば
'
す
で
に
僻
ん
で
い
る
人
々
に
与
え
る
た
め
に
､
貧
し
い
訴
訟
当
串
者
か
ら
彼
の
小
さ
な
土

地
を
奪

う
こ
と
に
な
る
｣
と
い
う
理
で
困
難
性
の
均
衡

苛
al
aTICin
g
of
h
a
且

sh
ips)
の
法

理
を
適

用
せ
ず
'
ま
た

〔2
)
の
串

例
で



琉大法学第９号 7４

被
告
が
そ
の
州
の
主
要
産
業
で
あ
り
、
そ
れ
を
禁
ず
る
こ
と
は
、
公
益
に
対
し
て
も
損
害
と
な
る
と
し
て
、
差
止
命
令
を
拒
絶
す

る
〔
４
〕
・
電
力
・
電
灯
の
供
給
と
い
う
社
会
・
公
益
に
対
す
る
困
難
性
を
理
由
に
差
止
命
令
を
拒
絶
す
る
〔
５
〕
・
社
会
の
産
業

生
活
（
一
目
ｐ
ｍ
Ｈ
ｍ
］
］
》
符
）
へ
の
楓
害
を
理
由
と
し
て
差
止
命
令
を
拒
絶
す
る
〔
７
〕
。
そ
の
郡
で
唯
一
の
油
脂
精
製
会
社
で
あ
り
、

そ
れ
を
禁
ず
る
こ
と
は
公
益
に
と
り
大
き
な
困
難
性
を
課
す
こ
と
に
な
る
と
し
て
差
止
命
令
を
拒
絶
す
る
〔
皿
〕
・

（
別
）

⑤
差
止
命
令
の
適
切
性
（
損
害
賠
償
の
不
適
切
性
）
。

判
例
〔
１
〕
は
、
侵
害
行
為
の
継
続
性
を
基
準
に
、
〔
２
〕
は
侵
害
行
為
の
継
続
性
と
居
住
の
た
め
の
使
用
の
侵
害
を
重
視
し

て
差
止
命
令
の
適
切
性
を
決
し
、
そ
れ
ぞ
れ
許
容
し
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
て
〔
Ⅷ
〕
は
相
対
的
困
難
性
、
被
告
の
側
の
事
情
を

慥
幕
ｔ
台
Ｉ
謝
寸
層
腱
抱
郁
推
鐡
應
を
撫
芯
す
〈
き
て
側
カ
レ
ー
〔
１
」
、
〔
２
」
の
判
例
が
こ
の
点
を
考
臘
せ
ず
に
差
止
命
令

（
仰
）

を
許
容
し
た
の
は
妥
当
で
は
な
い
。
け
つ
き
よ
く
、
被
告
が
社
会
的
効
用
を
有
す
る
企
業
等
で
あ
る
な
ら
ば
、
被
告
に
対
す
る
困
難

性
は
同
時
に
公
益
へ
の
困
難
性
と
し
て
作
用
す
る
こ
と
に
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
場
合
に
は
、
差
止
命
令
の
許
容
に
対

（
相
）

し
マ
イ
ナ
ス
の
要
素
と
し
て
作
用
す
る
だ
ろ
う
ｂ

被
告
の
み
な
ら
ず
第
三
者
や
公
益
に
対
す
る
相
対
的
困
難
性
は
、
被
告
に
対
す
る
差
止
命
令
の
許
容
に
対
し
マ
イ
ナ
ス
に
作
用
す

（
相
）

る
。

は
、
「
彼
の
財
産
を
利
用
し
、
享
有
す
る
た
め
の
人
の
権
利
は
、
彼
の
隣
人
の
も
の
と
同
様
に
至
高
の
も
の
で
あ
る
」
と
す
る
。
た

し
か
Ｅ
そ
の
困
難
性
が
被
告
の
み
に
か
か
わ
る
場
合
は
問
題
が
あ
る
。
特
に
差
止
命
令
の
許
否
の
結
采
が
原
告
の
財
産
か
、
あ
る

い
は
被
告
の
財
産
か
の
、
い
ず
れ
か
の
完
全
な
使
用
を
禁
ず
る
場
合
に
は
、
問
題
は
さ
ら
に
複
雑
と
な
る
、
こ
の
場
合
に
ば
た
ん

な
る
両
当
事
者
の
金
銭
的
価
値
の
大
小
の
み
で
は
決
定
せ
ら
れ
る
べ
き
で
は
な
い
。
し
か
し
、
そ
の
場
合
に
も
、
そ
の
結
果
と
し
て

（
妬
）

起
る
社
会
に
対
す
る
間
接
的
損
害
を
無
視
す
べ
き
で
は
な
い
。
〔
１
〕
、
〔
２
〕
の
判
例
が
こ
の
点
を
考
臘
せ
ず
に
差
止
命
令

々
）

を
許
容
し
た
の
は
妥
当
で
は
な
い
。
け
つ
き
よ
く
、
被
告
が
社
会
的
効
用
を
有
す
る
企
業
等
で
あ
る
な
ら
ば
、
被
告
に
対
す
る
困
難

性
は
同
時
に
公
益
へ
の
困
難
性
と
し
て
作
用
す
る
こ
と
に
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
場
合
に
は
、
差
止
命
令
の
許
容
に
対



米国法におけるプライベート ニューサンスと差止命令 (安次富哲雄)

考
慮
し
て
差
止
命
令
の
適
切
性

を
否
定
し
て
い
る
.

(
-
)

禁
止
的
差
止
命
令

官

ohibitory
in
juna
on)
｡

(2
)

命
令
的
差
止
命
令

(m
an
datory
injun
ction)
｡

(3)

予
防
的
差
止
命
令

(m

ventiv
e

irLjun
ction
)

0

(

4
)
W

.
F
.
W

a
lsh
.
A

T
re
atis
e
on
E
q
u
it
y
.
p
.2
8
8
.

(5
)

棟
木

｢
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
プ
ラ
イ
ベ
ー
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･
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ュ
ー
サ
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ス
概
観
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｣
ジ
ュ
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ス
ト
三
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p
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C
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(
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)

そ
の
企
梁
は
'
実
際
に
l
九

一
三
年
に
閉
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し
た
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v
,
A
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H
id
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C
o
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二
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M
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6
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.
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N
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壱
,
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参
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H
ut訂
rt
v･
C
a
t･
Port,
C
em
ent
C
o
･,
]67
C
a
t･
239.
718

P
ac･
928

0971)
〔被
告
は
'
五
盲
人
の
従
兼
良
を
J～Ii

用
し
､

八
万
C
弗
以
上
投
発
さ
れ
た
セ
メ
ン
ト
工
場
で
あ
る
が
'
原
告
の
家
展
'
土
地
'
果
樹
に
魔
境
が
使
者
を
与
え
て
い
る
と
い
う
理
由
で
求
め
ら
れ
た
差

止
命
令
を
与
え
た
事
案
〕
｡

(

-
)

Poor
M
an
Justice
と
い
わ
れ
て
い
る

a
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&
M
otT
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,
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P.42
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､
同
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も
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｡
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欝

三

尊

差
止
命
令
に
代
わ
る
賠
償

(D
am
a
ges
in
tieu
of
inju
n
ction
)
の
法
政

1

前
章
で
述
べ
た
よ
う
な
均
衡
的
衡
平

(bata
n
cin
g
th
e
equ
it
ie
s)
に
よ
り
差
止
命
令
が
否
定
さ
れ
る
場

合
の
原
告
の
救

済
が
問
題
と
な
る
｡
す
な
わ
ち
'
継
続
性
､
反
覆
性
を
有
す
る
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト

‥
l
ユ
ー
サ
ン
ス
が
成
立
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
'
均
衡
的
衡
平
'
特
に
'
損
害
賠
償
の
適
切
性
'
相
関
的
困
難
性

(reta
tiv
e

hardsh
ip)

あ
る
い
は
'
公

共
の
利

益
を
理
由

に
'
差
止
命
令
が
否
認
さ
れ
る
場
合
に
は
'
叔
判
所
は
し
ば
し
ば
そ
の
叫
件
を
維
持
し
て
'
弧
婁
膳
鵬
の
適
切
な
朝
を
卯
定
す
る
｡

(
-
)

こ
の
差
止
命
令
に
代
わ
る
賠
償
は
理
論
上
は
'
仮
想
的
な
将
来
の
祝
事
の
賠
償
と
考
え
ら
れ
る
｡

二

連
邦
民
事
訴
訟
規
則

(fe
d
era
t
ru
)es
o
f
civ
it
p
roced
u
re)
や

fu
sio
n

c
od
e
に
よ

っ
て
原

告
に
同

1
の
訴

訟
で
'

普
通
法
上
'
衡
平
法
上
の
両
救
済
が
与
え
ら
れ
る
よ
う
に
さ
れ
た
裁
判
所
に
お
い
て
は
'
同

一
の
訴
訟
手
続
内
で
差
止
命
令
に
代
わ

る
狙
蓄
膿
位
が
与
え
ら
れ
る
0
こ
の
よ
う
な
わ
け
で
'
差
止
命
令
と
狙
害
賠
僻
の
相
関
的
な
妥
当
性
は
'

大

多

数
の
州
に
お
い
て

(2
)

は
'
同

一
訴
訟
で
用
い
ら
れ
る
選
択
的
な
救
済
と
し
て
の
比
較
的
価
値
を
中
心
問
題
と
す
る
O
さ
ら
に
'

一
部
に
つ
い
て
は
差
止
命

令
を
認
め
'
他
の
部

分
に
つ
い
て
は
差
止
命
令
に
代
わ
る
倍

旧
を
認
め
る
と
い
う
よ
う
に
'
き
わ
め
て
柔

軟
な
部
分
的
差
止
命
令

(
p

artial
in
ju
n
c
tio
n
)
も
可
能
で
あ
る
｡
そ
れ
は
'
将
来
の
不
法
行
為
を
全
く
禁
ず
る
こ
と
は
'
不
公
正
で
あ
り
､
実
行
不
可
能

(3
)

だ
が
'
そ
の
よ
う
な
状
態
を
改
番
す
る
こ
と
は
妥
当
な
場
合
に
使
用
さ
れ

る
.

衡
平
法
と
普
通
法
の
裁
判
手
続
が
分
離
さ
れ
た
ま
ま
に
な
っ
て
い
る
州
で
は
'
原
告
が
始
め
か
ら
尊
意
で
差
止
命
令
を
求
め
た
の

で
は
な
い
場
合
に
は
'
差
止
命
令
に
代
わ
る
賠
償
は
認
め
ら
れ
な
い
.
尊
意
の
け
ん
欠
の
場
合
と
は
'
川
原
告
が
差
止
命
令
に
関
し

79

て
は
理
由
が
な
い
と
い
う
こ
と
を
知
り
'
ま
た
は
知
る
べ
き
で
あ

っ
た
場
合
t
3
:狙
客
胎
位
の
争
点
に
関
す
る
障
審
の
審
理
を
回
避
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（
１
）
恩
：
前
日
§
具
夢
の
冒
言
具
冒
３
．
竃
、
｜
郡
司
・
句
・
ゴ
ロ
尻
戸
シ
曰
忌
呂
冊
・
ロ
回
目
ご
》
ロ
・
呂
一
急
・
勺
・
房
ｗ
輿
・
ロ
伜
○

三
○
月
一
ｍ
．
ｚ
・
汀
の
目
貫
国
口
】
§
３
口
曾
冒
ロ
ロ
ロ
ニ
芹
］
．
．
《
『
房
Ｘ
・
伊
・
幻
の
ぐ
・
ロ
・
←
一
円
．

（
２
）
宛
冊
貫
の
日
自
→
＆
〈
富
田
ｍ
冒
○
崗
曰
・
耳
の
》
琶
食
》
竃
、
一
の
各
コ
メ
ン
ト
参
照
。

（
３
）
再
軋
鼻
の
日
⑦
員
昌
夢
の
層
冒
・
閂
冒
埣
の
・
竃
金
．
》
忠
一
の
各
コ
メ
ン
ト
参
照
。
例
え
ば
、
煤
煙
、
騒
音
、
震
動
等
に
対
し
、
そ

れ
等
の
完
全
な
除
去
が
被
告
の
企
業
を
放
棄
す
る
こ
と
な
く
し
て
ば
不
可
能
な
場
合
に
は
、
完
全
燃
焼
装
置
を
設
続
さ
せ
、
騒
音
に
対
し
て
建
物
を
隔

離
し
、
震
勤
の
減
少
の
た
め
機
械
を
改
善
す
る
な
ど
し
、
そ
の
他
は
、
賠
償
で
城
補
す
る
。

（
４
）
融
合
さ
れ
た
裁
判
所
に
お
い
て
も
、
原
告
の
善
意
の
け
ん
欠
は
、
そ
の
事
件
が
陪
審
表
に
も
と
づ
い
て
な
さ
れ
る
か
、
そ
う
で
た
い
か
の

（
４
）
融
合
さ
れ
」

問
題
に
影
響
を
与
え
る
。

丁
）

す
る
こ
と
の
み
を
目
的
と
し
て
い
た
場
合
で
あ
る
。

三
こ
こ
で
、
問
題
と
な
る
の
は
、
均
衡
的
衡
平
の
法
理
や
、
差
止
命
令
に
代
わ
る
賠
償
の
法
理
が
、
憲
法
の
禁
じ
て
い
る
私
的

（
５
）

目
的
の
た
め
の
収
用
を
許
す
こ
と
に
な
ら
な
い
か
と
言
う
疑
問
が
一
部
の
学
者
に
よ
り
提
起
さ
れ
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

Ｆ
）

し
か
し
、
私
的
収
用
の
た
め
の
憲
法
上
の
禁
止
は
立
法
府
に
宛
て
ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
と
、
ま
た
、
法
は
社
会
公
共
に
損
失
を

負
わ
す
よ
う
な
こ
と
を
企
図
し
て
な
い
と
い
う
理
由
で
大
部
分
の
学
者
は
支
持
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
法
理
は
実
質
的
に

（
７
）

相
当
の
対
価
の
も
と
に
な
さ
れ
る
裁
判
上
の
土
地
収
用
な
い
し
、
特
殊
な
地
役
権
の
設
定
を
意
味
す
る
と
さ
れ
る
。

（
５
）
而
○
曰
曾
。
］
》
回
Ｐ
・
〕
●
口
吋
・
←
芹
弓
》
の
』
・
一
垣
一
垣
》
一
』
○
○
一
・
Ｆ
。
『
｛
の
ぐ
・
＄
□
。

（
６
）
房
興
Ｓ
Ｐ
ｇ
Ｃ
。
け
》
・
己
．
。
評
．
．
ご
・
←
一
安
四
・
■
・
富
Ｃ
Ｏ
】
旨
｛
・
・
〆
ｏ
一
ｍ
。
『
ｑ
宮
Ｃ
ｐ
８
Ｄ
９
『
ご
］
ロ
ロ
（
感
自
侭
＆
口
異
『
可
の
⑩
ご
ロ
的
の

§
□
］
『
曰
の
、
己
８
》
、
三
百
の
、
ｏ
莅
渭
通
葛
幻
の
ご
》
２
「
》
ご
・
Ｊ
鼠
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R
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1
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第

四

章

む

す

び

l

わ
が
国
に
お
け
る
物
権
的
緒
求
権
理
論
の
変
貌
と
生
活
妨
害
に
対
す
る
妨
害
排
除
的
救
済
の
必
要
性
の
二
点
に
着
眼
し
て
､

紛
争
解
決
に
関
す
る
何
ら
か
の
具
体
的
判
断
基
準
を
得
る
た
め
に
'
ア
メ
-
カ
の
判
例
を
中
心
に
'
そ
の
試
み
を
な
し
て
来
た
｡

本
稿
の
考
察
に
よ
り
得
ら
れ
た
情
報
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ

っ
た
｡

プ
ラ
イ
ベ
ー
ト

‥
=

-
サ
ン
ス
は
侵
害
行
為
が
継
続
性
を
有
し
'
ま
た
擬
制
調
整
的
な
特
質
を
有
す
る
こ
と
｡

さ
ら
に
衡
平
法
の
歴
史
的
沿
革
や
そ
の
差
止
命
令
的
救
済
の
性
質
か
ら
'
た
と
え
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト

:
l
ユ
ー
サ
ン
ス
の
成
立
が
認

定
さ
れ
'
か
つ
侵
害
行
為
が
継
続
し
て
い
た
と
し
て
も
'
当
然
に
権
利
と
し
て
差
止
命
令
の
発
給
を
請
求
し
う
る
も
の
で
は
な
く

裁
判
所
の
自
由
裁
虫
に
よ
っ
て
そ
れ
が
な
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
｡
そ
の
自
由
裁
畳
の
際
'
考
慮
さ
る
べ
き
事
情
と
し
て
は
次
の

よ
う
な
も
の
が
あ
る
.
①
被
害
の
程
度

･
法
益
の
性
質

･
地
域
性
等
々
｡
㊥
原
告
側
の
事
情
｡
0
被
告
側
の
事
情
p
㊤
差
止
命
令
を

拒
絶
し
た
場
合
に
被
害
者
の
受
け
る
振
害
と
'
そ
れ
を
認
め
た
場
合
に
受
け
る
加

害

者
そ
の
他

(琴

二
者
'
公

益
)
の
受
け
る
損

害
の
比
較
-
相
対
的
困
難
性
｡
⑳
差
止
命
令
の
適
切
性
｡
以
上
の
各
要
素
を
比
較
考
慮
し
て
'
差
止
命
令
請
求
の
認
否
が
決
定
さ
れ

る
｡
こ
れ
ら
に
関
し
て
は
'
不
十
分
な
が
ら
具
体
的
判
断
基
準
を
も
明
ら
か
に
し
た
｡

特
に
'
公
益
や
被
告
の
損
害
を
理
由
に
差
止
命
令
が
拒
絶
さ
れ
た
場
合
に
は
､
差
止
命
令
に
代
わ
る
賠
償

(dam
ages
in
tieu

o
f
in
ju
n
ction
)
に
よ
り
'
同

1
の
訴
訟
手
続
内
で
将
来
の
叔
害
に
つ
い
て
も
填
補
さ
れ
う
る
こ
と
｡
さ
ら
に
'
そ
の
法
理
は
発
展
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さ
せ
ら
れ
て
、
一
部
に
つ
い
て
は
差
止
命
令
を
認
め
、
他
の
部
分
に
つ
い
て
は
差
止
命
令
に
代
わ
る
賠
償
を
認
め
る
と
い
う
よ
う

に
、
き
わ
め
て
柔
軟
な
部
分
的
差
止
命
令
（
冒
昌
巴
亘
冒
呂
。
。
）
も
認
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
均
衡
的
衡
平
の
法
理
の
実
質

的
裏
付
け
と
も
言
う
べ
き
も
の
で
あ
る
。

二
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
・
ニ
ュ
ー
サ
ン
ス
の
特
質
か
ら
見
て
、
こ
の
よ
う
な
救
済
方
法
は
妥
当
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト

ヴ
ニ
ュ
ー
サ
ン
ス
に
対
す
る
妨
害
排
除
的
救
済
方
法
Ⅱ
差
止
命
令
が
、
わ
が
国
の
「
生
活
妨
害
」
の
救
済
に
い
か
に
摂
取
さ
れ
る
べ

き
か
が
今
後
の
課
題
で
あ
る
。

墨
そ
の
際
に
、
わ
が
国
に
お
け
る
物
椛
的
請
求
権
理
論
の
発
展
は
差
止
命
令
に
関
す
る
法
理
の
摂
取
を
可
能
に
す
る
方
向
に
進
み
つ

つ
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
さ
ら
に
、
差
止
命
令
に
代
わ
る
賠
償
の
法
理
に
関
し
て
は
、
民
小
訴
訟
法
と
も
関
連
さ
せ
て
そ
の
解
釈

論
と
し
て
の
可
能
性
を
考
察
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

九
六
六
年
六
月
十
五
日
脱
稿


